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主 催

後 援

第 1 回 コ ン ク リ ー ト 技 能 講 座 開 催

設 日 本 建 築 協 会 ( 想: ! ; 騒七議hi: 品忠誠 Ej ri器1)

大 阪 府 、 大 阪 市 、 近 畿 地 方 建 設 局 、 大 阪 建 設 業 協 会 、

在阪セメン卜会社各社

私 共 の 郎 市、 生 命、財産を、地i . . Q、火災、 風 災 か ら 寸 る に は 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 梢 巡 の 出 及 に ま つ と

乙ろが大です。強い鉄筋ーコンクリート柿i誌はすぐ‘ れたコンクリート技能首の手によってのみ巡られま

す。乙のたび本会は各界の ｾＺＧｬＱｉ 乙応え、コンクリート肢能告の質的向上をめざして、別， ￬ ｴｊの講座を継

続事業として本年より ｉ ｊｩｊ設する乙とに致しました。内Ｇ代はうｾ討で、しか ｢ 故新コンクリート工学の成

果もおり乙むようにしたもので、直接コンクリート工・J i I 乙出る方々ばかりでなく、一般控築技能者に

も有益なものと信じます。膏って御参加下むい。

1，主 旨 木講座はコンクリー卜工事 ｉｌｴｾ る、コンクリー卜技館者 ｣ ，ｷ ｊ 詰係 μ 、 工長Ｈ世話役Ｉ

二級王 ｬｩ 築士受験省Ｉを対象として、 ｩｬｾ 近のコンヴリート技術を徹底せしめ州以 、 耐火

構 造の lHf J ; <. 及び1(lj 上{ e ，j { り、一般社会並他県j界に氏献せんとするものである。

1 会 期 昭 和29年 8 月20日- 9 月 4 日 9 日間

CtNi 品) 8月20，21 ，23，24，26，27， 6 日 間 毎夜 6 時 一 8 時30分

会 jbj m Ｑ 日より第 ＶＱＱ［［Ｇ で ｦ￬ｾｊｘ レイヨン株式会社本ｴｊＺ ｗ 会主Ｈ大阪駅前節 Ｑ 生命ビ ｊ レ ＴＱ 祈Ｉ
1 . 日程、科 目 、講 師

第 1 日 8 月20口 ( 金) セメン卜、' 丹材

第 2 日 8 月21 日 ( 上 ) 試 験 法

第 3 8  Ｘｾ 月 ＲＳ 日ＨｊｪＩ J.K、混和済、調合

第 4 日 8 凡24日( 火) 工 法

第 5 日 8 ) j 26日 ( 本 ) 工 法

第 6 8 8) J 271]  ( 金 ) 工 法

第 7 日 8 月29日( 日) 実習及見学

大阪ｊＡ ｩ 立 ｦｦｬｬＡ ゐ工業 ｉＧ ， ＧｇｾＧｊ 全校教諭

大 阪 大 学 教 唆 主 博

株 式 会 社 大 林 組l 研 究 室

株 式 会 社 大 林 組 研 究 室

消 Jl< ｾぷ株式会社

株式会社竹中工必! ; 5 技師長

大阪生 コンク リー卜佃工場

大阪市内代表工恵現場数個所

今 橋 ク ラ ブ

コンクリートに関する 2級ぷ験問題程度のむの

今橋クラ フ ( 大阪市、点区今僑 2

日本経済新聞大阪火: J 品 5 階)

終了証3 授与式終 f 後、池袋施工に| 渇する映画上映( 約 111与間半)

日本鐙築協会天f l I I f ，荷分室大| 反J ! 1以 l五京総3- 78大阪01説会館 2 階

申込先着100名限り( 会場の部合K 依り)

8 月15日迄( [ 日 し定Uf r. i主したときは、うもJfi 〆切ります)

7∞円( 予キス卜代を合む)

試験Ｈコンクリートに関するこ級正 ｬｬｾ 道上ぷ験問題 Ｉｋ 合絡した者 ｋ Ｈ｛ＡＵ ｦ ＮｩｬｬＺ， Ｇ ｽを与える。

パッチ( 合絡 ii正) は実質で頒つ。

0  本Ｂ流出は継続・ ｪｬｾ として今後毎年数回開催の予定

0  本会支部所 (EJ 出を中心KV1H住も予定しておりますから希望省は街Jr l ! 絡下さい。

o  ，Ｔ＾Ｚ［［持住テキスト「コンクリート民Ａ￭工指針」御人 ｪ 日の万は下， ￬ ｴｊｾＮｧＧｩＭＧｮの上 ｲｦｬ 込み下さい。

ー ー コ ン ク リ ー ト 施 工 指 針 ー ー コ ンク リー卜 蹴 講座テキ ストー 一 一

第 8 8 8 月30日( 月) 試
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附 日本建築学会建築工事 ｾｦｬ ｲ｜Ａｬ ｦ 上様 Ｕ 、ＮＱ 1  S 建築M料規格

A 5 干'J 220頁 中質紙、ファイパｬｪｊｾ蝋

会 μ 220円 一 般 250lLJ 〒 2411J

大さ体裁

定 価
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建 材 優 夏 証 明 発 行 の 件

昭和29年 5 月19日積水化学工業株式会社提出の資斜につき本委員会に於て審査の結果下記特徴によ り昭和29年 7 月

1 日附を以て優良証明を発行した。

i  

口

n口
名 セキスイライト ( ポ ? エスア

ノレ樹脂ガ ラス繊維積層板)

1  製造社名 積水化学 工 業 株 式 会 社

( 以下同一会社製品)

特 徴 l  軽くて可援性が大きく強靭である。

1  

2. 光を拡散透過する。

3  切断孔あけ接着が容易で施工が簡単である。

4  殴水皮が極めて少〈耐薬品性もあり 耐久度が

大である。

M 

nn 
名 エスロンパイ プ (硬質塩化

ビニーノレ管)

特 徴 1.  酸アルカリ池等に浸されず腐蝕しない。

2.  沼気絶縁性が優秀である。

3  軽くて屈曲侠活等加工が容易である。

註、熱可性凶日円であるから高温で軟化 し叉反面低温で

脆化する傾向がある。従って特別の丹j途或は特別地域に

於ては注意を袈する。

セキスイラ イト を使用したア{ ケ戸ド

エ ス ロ γ バイ 7'

昭和29年 6 月1 日提出の資斜につき本委員会に於て審査の結 果下il t3特徴に より昭和29年 7 月281 : 1 附を以て優良証

聞を発行した。

i  

口

n口

名 トルナード ( 独乙製コンク Y ート 鋲打機)

l  取般社名 島野商事株式会社

特 徴 1. コ γ P リー ト構造体叉は鋼材に 木材、鋼材等の器材を瞬間的に釘活出来 る。

2. 取付作業が簡単で極めて能率的である。

3. 工具耳互依が簡便である。

4. 施工箇所を汚す司王がない。

5. 施工箇9序所i の補修を

6.  銃身が自由に替えられ三種の釘が打てる。

7.  国産の特殊釘を使用する ので経費が低廉である。

日本建築協会建材審査委員長
置 塩 章
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キ リ ン ビ ー ル 尼 崎 工 場 見 学

7 月号にて予告の通り 8 月は下記に よりキリ Y ピー ノレ尼崎工場内に今春来大阪建築事務所設計の下に清水建設並間

組にて施工された倉庫、接待所の彩諜建物とピ - / レの製造工程を見学し貯磁庫内の冷気に涼を容れ最後に接待所で、同

社製品ピ ーノレを試飲し解散する。 此の催 しは納涼をかねた見学と して大阪建築事務所の御斡旋で開催する ものです。

希望の向は満員にならぬ内下記要領により 御申込下さい。

一…一 記

( 1 ) 大麦 1号倉庫 (29年 5 月竣功)

設計 ｋｋ 大阪ｾ策事務所 :at!i工 K K間組

接待 所鉄筋コ γ ク リート 造二階ｾｍＺ ｇＶｇ 伴

大変並ピ ーノレ、 レモ γ 等製品絡納 ｦｦｾ ｬ Ｈ

地盤軟弱のため 脚世十J i 宇断基礎 i ' 採用

( 2 ) 接 待 所 (29年4月竣功〉

設計 ｋｋ 大阪主ｬＡｾ砲事務所 胞エ治水i j ! ; ; 生 K K

欽 1' f 鉄筋 コシグ リート 造瓦野平主主総延1l 0! 'I'-

来客、 見学者の接待及工場川集会所 として使用され

1 . と き 8 月25日 (木) Ｒ ｾ Ｔ 時半

1. 集 合 キ リ ン ビー) 1，. . 尼崎工場 正 門

1. 見 学

1. 試 飲

1. 申込 メ切

省線尼崎駅南口下車函へ一丁路 切 り北

すぐ正門 よ り後待所

接待所にて大阪 ｾＱ 築 Ｑｻ ［ｲ Ｇ ｦ， ｉｾｩ 並工場 ｦ ｊＱ ｬｪ よ

り説明の後建物或ビーノレ製造状況凡学

見学後接待所にてピ ーノレ試飲

8 月24日迄会資￥30，00 を添へ天引11橋

分室へ申込みの事、但予定人員K 逮し

た時先着〆切る

る建物で英凶風な務} 百きの '1' に近代的な明るさを潔

0 参加者は必ず正門にお越し下さい。 省電尼崎南口下

車。集合時間励行の事。 代人参加お断り 。

はせ ている。

創 立 3 5 年 記 念 出 版

地質調査図表 ( 大阪中心で衛生都市も含む〉

定価 ( 送料共〉 ￥ 1， 2叩.∞

日 本 建 築 協 会

会努委員長

兵庫支部長

藤 木 正

吉 田 信 武

建 設 資 料1更覧 ( 建設資材基礎より竣工迄20余部門に亘つて の梗概及関係業者の紹介〉

定価 ( 送料共) ヨｾ 6!i 0.印

近干IJ I 建物及設備の保全」

A  5 型 Jも 100頁 定 側 未 足



建 築 と 社 会 8 月 号 包 次
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こ の 号 の 続 者 の 皆 械 に 編 集 者 よ り お 願 い の こ と

「高分子系建築材料」と いう耳なれない名前が1 J : ¥t こり私共f [ 苦手の化学氾号 の山てくる本号は ，おそら く読者 の皆様を

あまりよろ ζ ばぜないことf [ なるだろうと思います。しかし皆織はすで lζ その向分子系 ill0誕材料令相当に使っておられ

る現状であります放， 乙れを系統化 しその持っている無限の発展性に l民主l 令与えたいと私共は考えました。高分子化学

については ，特 fCill 築 家のAむに j析界の権威大阪市大井本教授にお願いして できるだけ 程度を下げて解説していただきま

した故，何 とかお口 lとあう乙とと信じます。 何 卒玩味して下さ L、。 まに 主J ! 築家として の 側か ら，同 じ く大阪市大の 田中

教授に乙の新材料の解説をしていただきま Ufこ。問先生の首v労作を併せ読んで下さる読者は ill 築家として の大切な素養

の - y泌を把握されるわけだと存じます。

7 月6 日より 8 日迄，私はグロ ピウス 教授夫妥を倉敷 IC御案内しま した。民家や 工芸品を実! と快重な i温度で観察され

たグロピウス教授が方ーに質問する のは「材 料J の事であ りました。正しく使用 された材料とそれ から 生まれた感触 や

形 ! C対しては深い鑑賞の 目を向けてお られました。 r材料」を飛ばしていきなり形 ICつくという態度 lよ少しも見られま

せん。現代建築家は少くとも鉄とコンクリートとカラスをマユターしなければなりませんが ，果して がうス 一つでも 7

スターできるものだろう か一一 日本板 がうスの大野研究深長 よ り立派 な労作 をいただき ました 故， 乙れ ICよって誠みに

自問自答してみて下さい。

最 後 IC建材関係の皆 様 に 申 上げます。高分子系 のごとき 新材料は今迄私 j たの馴染 んできた ill 材界を圧迫する か否かの

問題であります。それについて私は背フ ジオが 日本 K 出 現 した 時ラ ジオはレ コートを圧迫するという説があっ たことを

思い起します。ヨI 笑は全くそ の逆でゐ りました。煉瓦 を克 服 して 生れた筈 の現代怒築によく煉瓦が使われている のを発

見します。新らしい建材と t i くからある建材とはい つか統 一ある 調和をもって共容できるのだと信じます。日ili い』力11減

な妥協ではなく真にその各々の特質を生かした ｾｉｃ よってであります。

高分子系材料のような新らしい笠場者; ま謙虚な態度で古い演技者の経験を学ぶべきだと思います。新らしい材料がー

つの新建築様式の山発 iζ 当つての担い手でゐる乙とは ，今 迄の強策l L : の教 えるところではあ ります が「正しい使い方」

がなかったならば ， tこちまち消えてし まう 映画ス ターの迎 命 を も 持 つものである J誌を反省す べきだと 思い ます 。目新ら

しいからという 外観 上の特徴 か ら で は な し 本 質的 な特質を探求されて新登場者令育て上げようという気風が本号の読

者 の皆様に よっ て少しでも生れてくるな らば ，私共編集者の労は 酬いられたことになります。 (浦辺記)

表 紙 写 真 に つ い て

表紙カラー写真は 、絡 111 セルロイト株式会社研究室減作による硬質ビニール板 ( i m，日名タキロン ) を使用して作られた

そデルハウスである。建築物の骨組となる住 ｬ 仁木の材料令組立てた以外は、全郎日ｾ貿ビニー ｊ レ板を使用している。 Ｈ但

し窓枠の取付は匝ｾ審金具 Ｉ 。

1. 屋根 ー硬質ビニー J レ板波板( 緑色) 2.壁 ( 内部外部共) 閥仕切・ 硬質ビニール板 3. 床 … ・・ー硬質ビニー J レ板

タイル( 市総模綴 ) 4.窓枠及びドア一一一硬質ピニール ( 各種) 5. 腰張り( 内部) ー 硬質ビニール板 ( ガラ

物、大理石敏隊) 6. :容がラス。 硬質 ビニー J レ絞( 透明) 7 家 只 硬質 ビニール }JII 工 品 ( IJL及 び純子)



高 分 子 と い

( 1 ] 高 分 子 の 由 来

最も尊敬すべきものは科学と至芸術だとかねがね私は考

えている。どちらも創りあげてゆくからだ。私ども化学

屋もそういう誇りをもってもいいと思うが，建築屋さん

方は文字どうりに創りあげて行かれる。自に見えて形が

造られてゆくのは楽しいことであろう。ここで問題にし

ようというのは，その材料のことである。人々は今日を

「プラスチ y グ時代J pl ast ic  age とよんで， 1 つの時

期を劉し ようとする。

石の道具で木の突をたたきつぶして喰ベた時代，やが

て粘度をこね合せて焼いたものを使った土器時代をへて

銅や青銅を使いはじめた時代，そして「鉄の時f u とよ

ばれさえする近代一一ーそういう人聞の歴史のうえに，プ

ラスチァグの時代が始まろうとしているわけである。ガ

ラスも含めて石や土の素材，鉄や美しい合金，木材，そ

れに人間が自由に目的にかなうようにっくりあげるプラ

スチ y グスという材料が，すぐれた性質と見る自も美し

い姿とをもって，加はってきたのである。造形の創作が

一段とぴあがって愛かな世界を楽しむことができるよう

になるわけで、ある。建築材料に 1 つの主主命が訪れている

と鮪かされて私どもは肯くのである。

さてプラスチ :;J!T スとは何かという説明にはいってゆ

くわけだが，それは物質というものの中でどういう位置

を占めているか。第 1 表が，ほんの少しの例外もあるが

それを示している。言いかえると「高分子」が問題なの

だ。それに繊維とプムの方には，天然品と合成品の区別

があるが，プラスチァグスはまず合成品ばかりである。

re l 表 向 分 子 の 位 置

1- ) ¥体

|  ー低好子 「一天然厳維

約貫一|一液体 I 1- 織 維 」 合 成 繊 維

Ｔ 体 ー ｬ Ｍ ｬ ｩｉｬｩ ｾｔｈ Ｍ ＺＱ Ｗ ［ＷＮＺｲＺ［ｊＩ［ＷＮ (合成樹脂)

'ー ゴムT 一合成ゴム

!一一天然ゴム

ー金属，ガラスなどの無機系の物質

プラスチ y クスの異名が合成樹脂と い うのもここから き

ている。も ういまさ ら高分子の突例は，などと言う 必要

はない。合成繊維も合成ゴムもプラスチ y グス も日常使

いなれたもの として誰で も知っている。そこで高分子と

も、うことの化学的説朗へはいってゆ こう。

フ も の

井 本 訟

1. 高分子ということ

一般に分子というものは小さいものである。人絹とし、

うもの，羊毛というもの，ペーダライトというもの，砂

糖というもの， アスピリ γ という もの， 染料というも

の， そういうものはどれでも分子が集まったものであ

る3 どれくらい集まったものだろう，と 一応計匁してみ

ることにする。砂絡を 1 mg 手のひらにのせる。 1 ξ リ

グラムといえば，手のひらに2，3片の白い紛がのっている

だけで，なめても甘くも何ともないくらいだ。 この砂糖

を日本中の 1億の人にわけであげる。すると老人も子供

も1人が砂糖の分子を6x 10'0， つまり ω O(jな箆づっ1 '0

のであるが，まあざっと分子の小ささというものはニん

なものである 3

然しきまったことだが，世の中には大きい分子も小さ

い分子もある。大きい分子は小さい分子より重い。そこ

で酸素の分子の宜さを32，水素の分子の宜さを 2. 016 と

きめるつ比例した数だから単位はない。物質の中で水素

が一番小さく軽いものであることは言うまでもなし 、ち す

ると砂糖の分子は 342 ，スフは凡そ 5万，アスピリシで

142，スチロール樹脂( ラジオの前面に貼ってあるあの

透明の文字板) で10万くらい，ということになる。今日

までのところ，凡ゆる物質は分子量が凡そ50 0 - 600以下

のものと，数万以上のものとに分けられるということが

わかったっそこで前者を低分子，後者を高分子と呼ぼう

とし、うのである。

低分子; こぞくするもの一一喝アスピリン，砂糖，ナフタ

リシ，香水，ガソリ γ ，ガス，染料，ペニシリシなど「

高分子?こぞくするのも一一皮，毛，材木，ピニ { ル樹

脂，木綿，ナイロ γ ，スフ ，ベ- ! T ライトなど。

こういうふうに例をあげると，人々は誰でも「そうか，

それなら高分子というものと ，低分子 というものの区別

は自分にもわかるさ」という だろう。たしかに， ，- 高分

子 というものは材粉と して役立つもの」の別の名前にす

ぎない。ただ化学的にはそれが有機系の物質であるとい

う設が必要になる。 しか しそれは難か しいこ とではな

い。金属や岩石やガラス以外の，とい う意味にすぎない

のだからラ

2. 高 分 子 の 形

高分子の形には原則として2種類ある。糸状のものと立



休的なものと c 言いかえると一次元分子と三次元分子で

ある。平面的なもの〈二次元分子) は全く知られていない。

糸状の分子 というものはなかなか種類が多い。まず

天然と合成をとわず，繊維の分子は常に一次元の糸状で

ある。第 1 図をみていただくとわかるが， li 長官唐の分子を

侭 l mm，長さ 2 mm で醤くと，分子量 5 万のスフの

分子は幅 l mm，長さ 3∞m m くらいになる。 木綿に

なると，もっと長くなるa 騒 l mmで長さ 1 m以上。

逆にナイロ γ はもっと短くなる。
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11干量 5 酷のヌフの分子

第 1 図 砂現在とスプの分子の大いさの比較

プムも生プム時代( 靴やポールの形にならない以前の

時fむにはこういう糸状の分子で， おそろしく長いら

しい。 やはり隠 l mmをとすると長さは数m，ときに

は10mをこえるご

プラス' チ y グスにもこういう糸状のものが多い。加黙

L て軟かくなるプラスチァグスは- i k完の糸状である。

ポリスチロール，ポリ置昔酸ピニ J レ，ボリアグリレート，

第 3 図

三次元樹脂の形

平面的にだけ延びてゆく，などという確率は全く無L 、e

分子量はどれぐらいか知れないが，おそろしく巨大なも

ののように恩える。

いわゆる加硫したプムはこの笥頭にぞくする。つまり

靴とか氷枕とかに成型してあるプムであるが，それは生

プムの糸状分子を硫黄で連結して製造したものであるか

ら，当然三次元になる。第 4 図。

ｾ＠

ｾ＠
ゴムの糸紋介子

第 4 図 プ ム の 加 硫

この一次元，三次元の樹脂の在り方を，もう 1 つ別の

見地から分けることができる。すなわち，

ポ ¥1 塩化ピ: = . ) レ，ポリピニルアルコーノレ，ボリアグリロ 3. 熱可益性と熱硬化性

= ト! i ) レなどのピニノレ樹脂はすべてそうである。もっと 熱可湿性の樹脂 t bermopl ast i c resi n とL、うのは要

も授わかれ lシているらしL、c 例えば第 2 図のごとくであ するに糸状で，加黙すると軟かくなり，形を与えられる

る。どんなものが突際に存在するというのでなくて，最 もののことである。黙で軟かくなるためには，必らずー

次元の糸状分子でなければならぬ( 逆は必らしも真なら

ず，である〕。例えば繊維素からできている木綿，スス蛋

白質からできている羊毛のごときは糸状分子からできて

いるが， 黙によって軟かくなるよりも先に焦げてしま

う。分解するからであるが，これでは t bermopl ast i c

とは言えない。

第 2 図枚わかれした分子

近に出たボロエチレシに対する研究からの想像図にすぎ

ない。しかし主鎖と私する脊骨が通り，がいして糸状な

ので，こういうものを一次元分子に分類する。第 2 図は

枝分れが多い方にぞくするのではないかと思う。まだよ

くわからないけれども，ポリ塩化ピニルやボロピ ニJ レア

J レコ{ ルのようなものは，はるかに枝の少ないものであ

ろう。

立体的の分子 になると様子が違ってくる。加殺する

と軟かくなる代りに，焦げて分解してくる。メラミシ樹

脂や尿勇樹脂，ペーグライト，このごろ読売子のポリエス

テル樹脂の成型物などc つまり第 3 図のように複雑に互

いに連結されている。お互いどうしが連結してゆくので

あるから，前後左右上下に延びて行って立体的になる。

2  

ピニノレ霊合物，ナイロ γ ，テリレ γ のようなものがこ

れである。どれくらいの温度まで加黙すればいいかとい

う目安は第二次転位点 T m で見当がつく。第 2 表をみ

ると，それが T mであるが，少くともこの温度以上に

加熱しなければならぬ。 T m という第二次転位点はそ

の辺りから，分子が自由に流れ易くなるとし、う湿度を示

すものでらるから。

第 2 表 T m の例畑氏。Cで示す〉

ポ リ 泡 化 ビ ニ ル 叩 | ポ リ ス チ ロ ー ル V  

ポ リ エ チ レ ン 87
0

I エ チ ル 餓 維 紫 6S。

ポ日ビエルアルコール 85
0  

I  ポリ ｪ チル・アクｾ vート 3。

ポロアタリロニ t リル 150
0

I  ポリメチル. j ? アタリレート 68"  

ナ イ ロ ン 147
0

I 天 然 ゴ ム ー 73。



然硬化牲の樹脂 therrnoset tuug resi n とし、うのは加

殺によって三氷元の立体的構造をもつものに変化 しうる

樹脂のことであるc 例えばここに電気の絶縁体に使うペ

ー グライトがあるC それば第 5 図のようにして作る。
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書名硬化性の説明
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原殺からできて〈るの: . t 先ずノボヲ y グとかレゾーノレ

とか呼ばれる粉末でゐふ分子量( 主 1∞- l ( 削 くらい，

もちろん典型的な低分子物質である。これを型にいれて

加黙すると，ここで初めて反応がすすんで，硬い固まり

の成型品となる今いわゆるベ{ グライトだ。まあs 考え

て見てもわかるこ とだが，ベーグライトのように固くな

ってしまい， 加梨して行っても焦げるようなも のから

は，自由に曲げたり，伸lましたりできる答はない。曲が

ったものを得ょうと思えば，削るほかはなし、。それでは

樹脂の値ぶちは無いではなL 、かc だから ペーグラ イトは

プラスチ :J tl スで合成樹脂で高分子であるけれども突際

はもはや過去に於て可塑性をもったものであるにすぎな

L  、n 問題は中間のノポラ :J tl やレゾ{ ルTム こ れ ら が 適

当に形を与えられて硬化するから， 高分子でこそない

が，使用価値が充分に高いのである。高分子の前身，高

分子の卵一一黙硬化する性質をもつもの，つまり黙硬化

性の樹脂なのだ戸〔黙E更化性樹脂〕→〔硬化した繊脂〕とい

う変化が磁化 curi ng であり，終礎化 t hermoset t i ng

なのである。できた高分子の磁化した樹脂はもちろん三

次5 f . で，もちろん熱可猿性ではない《加黙してゆけば分

解して焦げるだけだ《

くり返して今まで述べたことを第 3 表としてまとめて

お こ れ 大 切 な こ と だ か ら

買 ｾＳ 表 プジスチツグスの 3 種額

エ! 熱可盟f生棚引ー{ 原料であり・製品である

白 i  !  ( 一次元高好子 )
lプラステックス h 向 、 L#........._“.， q  

1.... J  

l二i 熱硬化性樹脂| ー! 熱硬化した樹脂 |

一一τ (夜苓亨) L  ( 三次元町骨子)

{原 料 で あ る) ( 製品である )

( 2)  高 分 子 の 系 譜

以上のようにして. われわれが扱おうとしているもの

は. 人間の手で合成される有機材料である高分子，プラ

スチ y グスであることがわかるe これから一番たいせつ

な重要問題は，きまったことだが. その高分子がどうい

う性質をもち，そのために応用の方法がりっぱに存在す

ることを知ることである。 しかしそれは本号に於ても次

の編始として田中良太郎教授が述べられる。そこでここ

では「人が合成する」という問題を先に吟除 してみよ

う。それから次節には 「日本ではどうして製造するか」

という具体的なことを考え直しておけば，田中教授の前

篤となることであろう。

人聞は原斜に石炭，石油，空気，水，食塩，それから

電気，黙というエネルギー原料をもって居れば何でも必、

主要な材斜をつくりあげることができる。食，衣，住とい

うが衣の方面のことは合成繊維ないし化学繊維として立

派すぎるほどまでに発達した。ナイ ロY は日本の養蚕$ -

業をひどく圧迫しているくらいである。

住の方面は，広く考えて，生きてゆくのに必要な材料

は医薬品，染料，石自主なども加えて，大ていのものも作

ろうと思えば，技術屋の連中はやってのける。その大ま

かな姿はこの「高分子」の中にも謝1 てくる。

食の方面の人造はすすんだか，と言えば，それにも科

学者だちは相当の答弁をするだろう。まだ具体的にはな

らないけれども，目鼻は次第についてきているのだ，と。

しかし酵母を使って人造肉をつくることは何十年も前に

ドイツで大規様に行われたしまたグロレラという誌を

使って容易に蛋白が製造できる技術がすすんでいる。こ

れらは生物の手を借りなければならないから純粋の合成

とは言えないけれども，やがてわれわれは妙なまずい合

成食を喰べさせられてけん，こいつア - J などと言わ

ねばならぬ確率はけっして小さいものではなし、。

さて，; ; $ . : 題にもどって，高分子の合成は低分子のごく

小さい分子をいくつも連結させることによって行われる

ことは誰でも承知していることである。それが合成 とい

うことなのだから。そこで，高分子の系譜をつくってみ

ようと思う。大約で次の 3 つに区別することができる。

ピニール系の場合( 重合) ， ナイロシ系の場合 ( ボリ縮

合) ，ペーグライトや尿素系やメラミ γ 系の場合( 附加

縮合〕である。

ビニール系の場合

アセチレシなどから簡単に製造できるものにピニ ール

化合物とよばれる一帯がある。それを第 6 図に於ける小

さい 1 つの箱とすると，それは霊会とし、う反応で，アァ

第 6 図

ノ3 守 主f

R魯m軍但 己.. !=! J

( 憲量 t車)

ピニ ーJ レ系高分子の生成

ｾ伊賓と

と言う間もなく ，何千という箱が一直線に次から次へと

連絡してー箇の線状の高分子になってしま う。この一つ

の箱，一つのピニ { ノレ化合物が，で き上る高分子の構成

単位である。単量休 monome r と言い，できたものを

3  



重合物 pol ymer とい う。

このピニ ール化合物はすべて次の構造をもっている 0

・］ＮＺｾ 但し・1' 1水素を伴った炭素 この端の

y  X ， y で種類がきま る。第 4 表のごと

くである。

::;rJ 晶表 ピニ ール化合物の例

X  Y  単: ! l t 体 重 合 物

H  - H  エ チ レ ン ポリ エチ レン ー

H  - CI  温 化 ピ ニ ノレ R リlli 化ヒ ニル

H ーくラ スチロール

H  - C O CH 3 酪 酸 ピ ニ ル

H  - C O OH  ア ク リ ル 酸

H  C N  アクリルニトリル

C H 3  C OC C H3  j  7' ・アタリレート

C I  C I  泡化ピニリデン

H  O H  

ポリ スナロル

ポリ 直音量豊ピニ Jレ

ポリアタリル酸

ポリアクリ ルニトリル

ポリメタア タ3ν ート

ポリ滋化ビニ リデン

ポ パ ー ル

こういうピニ ーノレ単i 1 t . 体は，殺や光，または，重合触

媒を加えて反応させてやると，手をひらく。つまり

t 布石芝. . ，. 

この矢印の手がお互いに結びあってゆく。

大勢の人が両手をつないでゆくようなものである。話は

突に簡単だと思う e

だから，この重合物の大きさ( 分子の大きさ〉という

ものは，小箱がいくつ連結されたか，できまってくる。

何ベん重なり合せがくり返されたか，である。重合物の

大きさを，この連結された箱の数で示し，それを重合度

というわけである 。分子量が次式で計算されるのは当然

の話だ。

分子主=l 構成単盆体の分子量J x 重合度

もしも小箱の種類が 2 つあれば，でき上りは第 7 図の

ようなものになるだろう。すなわち共重合によって共電

' ヒ臼ヒ尚 一一-

S 号 館 軍 司昼休

A  B  

e de，f  

只重合物 co向いE R

第 7 図 共 m 合

わち合成プムの問題である。 それは式のようにプタチ・ェ

t キ-==・

シ系化合物であるが，それは原則 として次のような工合

に手を出す。 もちろん→印が手であるc

礼' . . 宇一←

→ ｾニロＱＭＭ士苧ﾷ r- .，サ_.::

x  x  x  

この 4 つの黒丸からなる区切りが， 1 つの単盆体であリ 1

つのノJ、箱であるわけである。でき上ったものには・= ・

という個所がある つ これが将来ひのを言うので，カ日昔it4こ

よって橋架け化し三次元となるのは，この個所があるた

めである。

2. ナイロン系の場合

ナイロ γ は合成繊維の王様と言われているが，繊維以

外に合成樹脂成型品としても使われることがある。これ

は酸とアミ γ とから水がとれて連結してゆくものであっ

て，前掲の重合反応によって生れるものではなし 、

可 + ダ ヲ

一一一争 、羽山r 、

ぺ
ｊＡ ｾ Ｖ ごとにＷ｜Ｈ寸 ＯＩＧＱ つ 副 ｌ ｩＵ

第 8 図 ポ リ 縮 合

その特徴はアミシに使われている窒素が連結部分に残っ

ていることであるつつまり連結部分を拡大して書くと次

のようなものである時

，---、、 r戸ー、、

ｾザｽ、 Ｈりｾ ，佐 〉 一一ー〈宅索Ｉ ｾﾭ
、、ーノ ' -ノ

人 人

Ｈ 般ｾ Ｉ ( 水素〉

¥、- - 、ー-- '

こうし、う連結部分をプマイド結合というが. ナイロ γ

やアミラ γ のことをポリ ・アマイドとか，ポリ ・アミド

とかいうのはこのせいである。ポリはもちろん 「多い」

ということである。

この高分子の生成反応をポリ縮合 poly-con dens a-

t i on という っ つまり水のような小さい分子を連結する

たひ. に放出して，従って自分は縮まって合さってゆ くこ

とをくり返しているからでゐろラ。

この系統のものに合成樹佐と して有名なテリレシ ( 英〉

合 物 c opol ymer ができるわけで為る。 デ{ グロγ ( 米) がある。これは酸とアルコーノレとが水

次にー箇 の単盆体にピエ ール化合物が 2 箇存在するよ を放ちつつ，連結してゆったものである。ナイロンの場

5 なものだったらどうなるか，とし 、う問題がくるっすな 合のアミンの代りにアル コールが来る，と思えばいいラ
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ついでに記 しておこう 。 ナイロンの原斜は

Ｈし［ ｾ (ア デピ ン酸)

ア ミ シカ グｾ
{へキサメ チレ ン

・ヂアミ シ}

但し O は酸の部分， ｾ は 窒 素を含むア ミ シ

の部分， _ は炭素 ・水素である F

従ってできてくるナイロシは次のよ うな式となる P

、-〆、J

アミ ド

結 合

、ー，、J

ア ミ ド

結 合

またテ リレシの原料(土

、，相-

ア ミ ト

結 合

， 

， 

に ひ
(:テ レフタ ル酸)

(エチレン

グリコール}

六角形は 4 γ ゾーノレの 6 角潔，口はアノレコーノレの部分

である小 したがって得られるテリレ ンは，

、ＭＭＭＧ、ｾ、 ｊ

Z ステル エステル

結 合 結 合

ということ になる。何 でもないこと であるp ょの時は，

酸 + アノレコ ーノレ 4 エステル + 水

水が逃げて行って，エステノレとよばれる連結部分をのこ

すc つまり酸とアノレコ { ルとから生ずる高分子はボリ ・

エステノレと総私されるものである p

ポリ・エステル には第 2 の大きい群があるn アノレキ

: ド樹脂だの， グリプタノレ樹脂だの， とよばれるもの

で，自動車の光った塗料などに用い られるc このとき，

{ 般 は ブ タ 峨やマレイ γ 酸

アルコ { ノレは グリセリンやグリコ ーノレ

フタノレ酸というのはナフタリンを. マ レイシ酸はベ Y

ゾールを， 空気で400
0

C くらいで扱 うとで きるものであ

るC

ポリ エステノレに第 3 の群が蔚丘に登場してきたっつ ま

り不飽和ポリエステノレ樹脂だ。 これは上にのべてきた重

合とポリ縮合とを併せたようなものだか ら，次に項を別

にしてのべ ることにする。

3. 不飽和ポリヱステル樹脂の場合

例 えばグリ コー ノレ と無水マレイン酸でポリエステノレ樹

脂をつ くる。

マレイシ酸は

グリコ ーノレは

ｾ＠
G.--ふfコ

上:JZI! のように白い丸は般の部分，四角い絡はアル コー

ルの部分である。そこで，できてくるポ リエス テノレは次

の ( l J のような ものになる。

2  
， 

( 1) 不飽和ポリエステル樹脂

問題はこの式 ( l J の中にある - e = = e - と いう所にみ

る。 もちろん，こ れはビニ ーJ レ重合の所で見た二重結合

そのものである。そこで述べたように，

一・:o::::e- ー ム + _，_-J-

矢印のとうり，手を聞いて結合を新 しく作ってゆ くこ

とができるものである。つまり，ま だ飽和 していない，

まだ連結を行いうる，そうし、う意味で 「不飽和J という

言葉を使うのだが，こういうものを不飽和ポリエステル

樹脂 とよぶ。そこでこの所だけに自をつけると，式( l J

は次のように簡単になるの

， 
， 

， 

( 2)  

、
、

不飽和 ポ リエ ステ ノレはマ レイシ酸とグリ コ { ノレから作

るだけではない。 アリ ーノレアルコ ーんと無水フタル酸か

らつく るヂアリ{ ル ・フタレー ト (D A Pとよ く書く 〉

の不飽和ポリエス テノレは式 ( 3 ) のよ うなも のである。

( 3)  

( 2) にしても， ( 3) にしても， 1つの式の中に多 〈

の反応個所 ( 二重結合) をもっている。突はこの二重結

合の反応性は，それほど良好なものではない。 そこで何

とかして，簡単に連結させてやることがで きれば，先の

第 4 図のように，立制令に大き く拡がって行って，立 派

に強い合成樹脂になるだろう 。

最近に成功した， 有名ないわゆる 「ポリエステノレ樹

脂」 というのは，スチ ロー J レ( 先に どニール化合物の中

の単量休としてかかげた) を，こ の橋裂けに使お うとし、

うものである。 ( 2) や ( 3) の混合物に，3 0 %ものスチ ロ

{ ノレを混合して，それに適当な触媒 ( すなわち硬化開始

剤てある j を加える じ 開 昆 で も 連結が どん どん進む。
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市拡; 腕

十.
スチロール

一一ーー争

第 9 図 不飽和 ポリエステノレ樹脂の硬化

そして第 9 図のようになって，丈夫な固いものになるの

だから不飽和ポリエステル樹脂を熱硬化性樹脂として考

えることもできる。

この群のものは，はじめはポリ縮合でポリ ・エステノレ

をつくっておいて，あとの硬化は重合反応によった。両

種の高分子生成反応を組み合せて， うまく使ったところ

がまことに面白 し、。

4. ベークライト系の場合

石炭酸とかグレゾーノレとか言えば，いくぶん年怖をと

った人は，お医者の門口を思い出すかもしれなし、。 z皆は

お医者立はきまって消毒薬としてこういうものの臭気が

したものだ。こうし、う薬品をまとめてフエ 1 - ノレ類と言

うのだが，これとホノレマリシとを反応させてできる合成

樹脂がベ{ グ ライトである。むつかしくプエ 1 - ノレ ・ホ

ノレマリシ樹脂と 言つで も同じことである。どうでも良い

ことだが，第10図がその系統である。

巳とごづ +  己土せ斗

アルカリ位で加熱 酸性で加熱

ν ゾール樹脂 ノボラック樹脂

( 低 好 子 ) ( 低 砂 子)

成 型 | 加熱 |  

ド H ヘキザ|

」→ Ｑ Ｇ ＧＧＧｾｾＷＱ f  11←一時| 一一

第10図 ベー タライトの系統

つまりペ ー グライトと言えば，三次元になった立体性

の高分子で，加黙しても融けもせず，溶媒に溶けもせず，

どうにもならぬ。そこで，まず レゾーノレだの， ノポラッ

タだのという低分子のものを作っておき，それを慾する

ままの型にいれて，加殺してやると，はじめて硬化 cur e

して，三次} e高分子のペ - t I ライトになる。ここ で初め

て，われわれが突際に使用して充分に力や熱に堪えるも

のがで きるというわけである。

酸性で作るのと，アルカリ性で作るのとは経路が異な

る。それぞれ良い点、がある。ノボラ ァタ のときには通称

ト

炉

問

れ

竹

第11図 附 加 結 合 反 応

る。すなわち第 ＱＱ 図を見られ ｴｾ ｜，ＧＮＮ，

第11図は 6 角形 l つのフエノー 11-が 6 角形 3 つの三f主

体に生長してゆく手筈を示しているが，よく見ていただ

くと，ホノレマリ γ が附加し次に 七 Ｈ突は水 ｈｾｏ であ

る) を放って縮合してゆくことを， くり返していること

がわかる。こういうことをくり返して高分子化するつも

ちろん突際はもっと複雑であるが 原則的にはこうであ

るとし、う話。

5. 尿葉樹脂の場合

やはり原則は上のペ} タライトと同じ附加縮合で大き

い樹脂になってゆくっ初めは尿素とホノレマリンとから低

分子の尿素ホノレマリシ樹脂を作っておいてそれを型に入

れて硬化させることも全く同じである。レゾーノレ樹脂や

ノポラ y グ樹脂のフエ 1 - ノレ・ ホルマリ γ 樹脂も， こ

の尿素ホノレマリ γ 樹脂も撚磁化 性樹脂 t hermoset t i ng

resi n ( 前出〉であるというわけである。ついでに記し

ておこう 。成型する( 硬化することは，この場合l主附随

現象である) ということは，もちろん突用に使うために

形を与えることであるが，つまりソケットをつ くる，テ

ーフツレの板をつくる， ト{ スタ ーやラジオの粋をつくる

ということのためには， 型の中で流れる( 可塑性の流

れ〉ことが必受欠くべからざるものであることは言うま

でもないη いつでも同じことだが，三次元高分子で( 主流

れないのであるつ一次元高分子 f 重合物， ナイロシな

ど) なら大てい大丈夫である。しかし殺で三次元になる

ものなら， そうはゆかぬ。 そこで低分子の樹脂をつく

り，それを流して裂にはめたのちに 硬化がすすむよう

にするのである。

ヘキザ( ほんとうの名はヘキザメチレ γ ・テトラミシと 6. メラミン事首脳の掲会

いってアシモニアとホルマリ γ とが一緒になったもの〉 尿素やメラミシは窒素を含み，そのためにそれらの群

を加えねばならぬ。 をアミノ街路 と言う人もあるつ メラ ミン{ 主固い樹脂にな

このベ ー グライト生成反応、は 附加縮会反応 にぞくす る。新しい茶房のテーフツレの化粧板，明るい銀行の応援
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題の低分子( 単

なのである。

まず第13図をみると，凡そ大きな原斜と目せ られるも

のの系統がわかる。

第13図の説明を行うと， プセチレシは石炭と石灰石と

電気からまずカーパイドをつくって，それに水をかける

と得られるのだが，アセチ レγ 5 万トシを作るとしてカ

ー パイドは約 ＱＵ 万ト γ と電力 ら ｾＶ 位、 ｋｗｈ を要する。現

在にて日本のカーパイド年産額は 60万トン， 発電量(1

500 億 K W Hである。

メタノ{ ル lま石炭と 71<から一銭化炭素と水素とを作っ

て合成炉を通してうる。日本の年産約 5 万 トシ， うち 1

万トシは天然ガスから同様にして作られている。

石炭は4∞0万トンが溺られるが，タ{ ノレ40万トシ，ベ

シゾーノレ 1 万ト γ ，キシローノレ1∞0 トシのていどにすぎ

ない。 アセチレ γ 系原斜にくらべると，このタール系は

甚しく不足するに違いない。アメリカでは石油の分解に

よってペ γ ヅ{ ル，キシローノレを霊錯しているが，それ

でも高分子工業の発達にはi郎、つけず， つねに不足を訴

えている。

青酸は日本でやっと作られはじめた。その方法は 2 つ

ある。

1.  アシモニアと一世化炭素とから( 東京工試法)

2. ア γ モニアとメタ γ ( 天然ガス叉は石炭ターノレの

分解から) から( 大阪市大 ・小竹教授ら)

いずれも将来を期待されている。

食ZSは年に 100万トシを消費しているが，人絹工業で

使用する苛性ソーダ製造の副産物としての塩素が大量に

あつまるので，原粉に不足は無い。

グ‘ リセリシは主と して泊脂の分解によるが，現在年に

約的∞トシが製造されており，高分子のー脅l原料として

充分にまにあっている。

いまとくに同胞になるのはエチレ γ ，プロピレ y であ

る。石油は日本に 30万トシを産し， 600 万ト γ が輸入さ

れている。石油の分解によってエチレ Y ，プロピレシを

製造するのが，本道であるが，必要な最小の経済的工場

単位といえども円本の現状では大にすぎると言われ，な

お本絡的な生産; 主目通しがたっていなし、。 しかし2，3の

工場で石炭タ ール溜分の分解が行われはじめており，そ

れとやがて開始されるであろうと思われる石油の分解と

伴って，そう速くない日に日本でもエチレシ，プロピレ

体) をどう して製造するかということ台の横叙など. 航空機の上ででる食器など，この落して

も割れない，そして軽いメラミ γ ・ホルマロン樹胞であ

ることが多くなってきた。

第11図で 6 角形をメラミ γ として，そのまま当てはめ

ると，少くとも原則図はできる。もっとも尿素ホルマリ

シ樹脂も大ていアルカリ性でつくるので第12図のよ うに

進むらしい。

す恥

人間とし、う偉大さのシ γ ボんであるとまで言われる有

機化学の智識をかたむけて高分子化学の研究が進んでい

るので為るから，いままで述べてきた諸反応以外の樹脂

生成も多い。ことに蛋白類似物質の合成や，新しい合成

繊維の製造などに記すべきことも多い。しかしまだ材粉

工業的意味が少いと思うので省略する。

( 3)  高 分 子 の 生 誕

高分子とは何か，高分子はどうして作られるかーーが

以 上で述べられた。こん どは高分子は何か ら製造される

のか，そして日本はそういう原料をもっているか，につ

いて記さねばならぬ。言いかえると，いままでは低分子

から高分子が得られる方法だけをのべたが，こんどは問

メラミン樹脂の生成

ーーｾ・，

加 恕 /

ｾ ，強化

第 12図

の

. -<> 

他

十

回

7.  

優勢

そ

電 力

j :o Di. 

l 水

ｾす Ｑ t  ｾ メタノール
一一一一］二二二一一一一一ｾ Ｈ 石炭タＭＩレト一一Ｍｾベン ゾー ｊ レ

' - ｜ｾキジロール
T 一一ー一一一一I I  I 目 白 叫

空 気 I  I  ｉｾ Ｂｔノグジン

水 ， ' 1  ，ｾ石炭駿

一一 _ t _ l . Ｈ アンモニア Ｉｴ ｟ ｪＮ ｟ｾ宵 酸

同友吉 ｾ ｉ t  1  

ーー一一一一一一一一- ＮｾエテレＧン
l 石 油 I I  _  .  

一一一一一一一一一 ｉｾ ブロピ レン Ｍ ，

l 食 温 I . . . . 埴酸|

E 二二ml ｾグリセリン ｊ

高分子の諸原料のｾ造の系統図大要

]iJif1-'f ーの互主主

ｾアセチレン

第13図

線 本 の 資 源

アセチレ Y から の単量体

滋

←ーー は 三 こ」ー「→量監とL

I  I  ぜ酸ーl

「一一- ) 打ール l 一一一一一→アタリロニトリル

育 園貴

ピニルエーテル

泡素化暗証イヒピニル

T  

7  

酸

第 14図

地化ピユリデン

アクリル 酸

そのエステル



無水ブタノレ酸は生産7ぽ)()ト シに達しているが， とくに

アリール・アルコールとェチレ y グリコールばエチレシ

とプロピレ γ の不足のために，主として輸入にまたねば

ならぬ現状である。

最後に石快ｾホノレマリ γ 樹脂でｾるが，ホノレマリ γｬ 土

メタ/ - ) レの空気駿化で容易に製造されるので，石炭陵

のみの問題となる。石炭酸は合成繊維ナイロシの主原料

となるので，種々の方面から考究されているが，ここで

もベ γ ゾー J レの入手が当面の問題となるのであろう。

シが容易に入手される ことと信ぜられる。

第 13表のような諸原科から高分子の直接原料たる単孟

休がつくられる。例えば第14図 l主アセチレンから得られ

るものである。

酪駿ピ ニルは重合させて，ポリ酷殺ピニル，それから

ポリピニノレア J レコ - ) レをつくる。 これは合成繊維ピニ ロ

シとなってゆく。

終 り に

さて高分子ということについて，主として建築家の人

に々話・をせよ， という話への返事は以上で・終った。こう

いう高分子材料には種々のものがある。それはどういう

性債を示し，どういうふうに使われる可能性があるか，

いとうことは，次に悶中教授が話される番である。それ

にしても何がどれくらい生産されているか，は記してお

く必要があろう。第 5 表をもって本稿を終ることにした

体

4 ス チ ロー ル

4 その ま;!'

ポリエチν ンの原料

ｾア グリ ｅ ユ トｾ ..""./ 

エチレシからの単

ベン ゾール

第15図

l出

縄 索 樹 脂

ヲ:7酸はアセトシとメタアグリノレ系街路をつ くることも

ここでｾきそえておこう 。

賞H6図

.  
， 

』

ア シ モ ニ ア 系

青 酸

合成樹脂の本邦 月産額第 5 表

アンモニアと 石炭酸と水素ー ナイロ ン

アン モニアと 右 炭 と 空 気 一 尿 繁

メ ラ ミ 戸 |

1 7 0 0 トン尿繁ホルマロン樹脂

ポリ t量 化 ピ ニ ル第 15図，第16図をへて，第17図はポリエステル系てーあ 1 5 0 0 トン

1 2 0 0 ト ンポ日 高音酸 ビニル

8 0 0 ト ン

5 0 0 ト ン

フエノール ・ホルマ日ン樹脂

ポリビニルアルコール

ポリエステノレ系の原料

E
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l一 武 智 式 鉄 筋 混 凝 土 杭 基 礎 工 1  

特 許 | 自信三角割鉄筋浪凝土抗基礎工 |  

lー コシボジ ツ ト、パイ ノレ( 長尺総杭) 基礎工ー|

測量・地質調査・地耐力測定施工

砂 利 充 填 に よ る 特 殊 施 工 法

支持力強大。工事迅速。工費低廉

株 式 会 結 武 智 工 務

取 締 役 社 長 福 留 並 喜

大阪市西E詩書器官官EE2段差ル三六号

2  
杭

税明禽及ピ防潮

鴬上、. I ! I E土地帯

に於げる突E貴重量

進呈
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プ ラ ス チ ッ ク ス と 建 築

国 中 震 太 郎

私は表題の一文を草する資格があるとは思えないので 引として本誌を役立てようというのが，ねらいであるら

あるが，進められるままに，色々の人から助けてもらい しいが，少くとも井本教授は，まことにうまく「合成鮒

叉其の道の業者からカタ ログを寄贈してもらったりして 脂と云うもの」を説明されたので，単盆体と重合体の闘

いるので，円頃考えている事を記して見る事にした。プ 係や先程申上け・t.:.. 黙可渡性と然硬化性が，素人にもすっ

ヲスチ 7 tt スに適ぎようして居られる諸賢からの御叱正 かり判ったように思える。

を給われば幸甚で・ある。
叉一方では従来の建築材料は芙の特徴も， グセも持ち

【1】プラスチックスに関する燈築豪の認識について

元来，建築を志すものの積極的な理由l土色々あろうけ

れども，消極的には 「化学がきらいだからJ 自然に此の

方へ来てしま ったと 云う人が相当ある事l主. かくせない

と思う。

其後も従来扱っている材斜から，ものの物理的性質は

多少わかるけれども， 化学自も性質や其の変化となるとさ

っぱり見当がつかないような凱紋を受けて来た。セルロ

イド( ; 13 1火性があるが酷竣セルロイドは燃えないと云う

事は，吹函館! の設計の時や，余技としてカメラを扱う時

のフィルムの問題から覚えた知識であり . およそ建築材

料としては縁がなかったし，ベ ー F ライトなんてフェノ

{ ルホルマリシ系樹脂の商品名で・あることは勿論知らな

い所でなく， こん なものが建築に使えますかと云うわけ

で，プラス チノグスには建築家は見向きもしなかったの

が本当であった。処が戦後モグシアートとして，叉突用器

具或は調度品として所謂プラチ 7t t ス製品が市場に現わ

れ出し，先覚的なデザイナーが，幸にも価絡を無視して

建築に装飾として部分的に利用した噂を聞いては珍しそ

うに見に行ったのもつい此の間のように息われる。これ

が最近 ＨＱ ピ ニ ールだとかポリスチ ｰｾ ノレなんて言葉を常

識として使わねば ならなくなった。然して黙可塑性と

か，黙硬化性とか云われると，術語になれなL 、為につい

ごっちゃになってし まう 。 しかし同じビニール系でも，

他の尉脂を窓合したり，可塑剤とか定安剤とかを一寸変

えたりすると，物理的性質の呉った別のプラスチ y グス

が出来たりするものだから「何か新しい材料を使ってや

ろう ー とカタログを取寄せ 「うんこいつは素晴しい」と

考えて利用してみると，色々の欠点が生じて来て 「しま

っT- J と恩つでも後のまつりであったり，叉そういう心

配があるので，他人が使ってみて，そろそろ評判が決定

的になりかけた頃で、ないと，お施主さまの尊い金で突験

をやるわけにもし、かず，と云うのが一般の建築家であろ

う f甚だ恵まれた方々は別である〉。それ、う場合の手

現ミも知り抜いていて親しみを持ち過ぎ( それさえも知ら

んではないかと半じ ようを入れる人があるだろうが)，

イ中々新しがりやにな り難い事，勿論まだ値が高いこと等

々が，プラスチ 7 t1 スの建築材籾への進出をはばんで・い

る。

プラスチ 7t t スの側にも未熟さはある。即ちこう云う

新しい材斜は，どうしても最初は在来製品の模倣から出

発する。天然プムが不足したから人造プムを作る。天然

板頚が不足したからベ ι ア板を造る，叉大理石は高価だ

からもっと安くつく材斜で大理石まがし、のものを造るの

これではどうしても在来品には負けるのである。但し今

あげた極く初期のものはもっと進歩して，天然プムの欠

点をすっかり改良した良質のゴムが完成され，ベニヤで

さえ，昔の湿気にあうとふくれ上るものか ら，その心配

のないペニヤ板を経て，今では強化木と云う，木材繊維

を利用するけれども，木材には見られない強さと変った

美しさを具えた新材料に まで発展は して来たが，新しい

プラスチ 7 tt ス製品は， まだそこまではいかない。

我々にはセルロイドの安直さが鼻につきすぎたと思

う。プラスチ 7 t1 スの多用性が，むしろ本来の独特の性

格を持たさない原因かもしれない。それにしても在来の

材料の模倣が永すぎた。自然の恩息に浴している我々は

人工で造ったものの味よりも，自然なものの味の方を尊

ぶ。自然の持味と同じ良さを創り 出すか， 或は人聞の方

の感覚が，人工のものに味を見出すか，何れかでないと

プラスチ 7t t スの単独の美しさは認められなし、。勿論其

の可能性はある。即ち透明であることが非常な魅力であ

って，これが色彩や肌さわり等とマ y チして独特のもの

が生れるように考えられる。しかし，それよりも色々の

感じのプラスチ y グス ，或は他の材料等との複雑な多く

の素材をモシタ ージュした美 しさが，我々の興味を引く

ようになるのではなかろうか。

以上の事とは別に，プラスチ 7 t1 スは突用性の函から

もっと発展 して行 く。 軽量である事，適当な強度が補強

材 (或は基材) によって得られ る事， 維持管理に手聞が
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第 1 表 プ ラ ス チ ッ ク ス 系 統 凶



かからぬ事，永持ちする事( 初期のピニ ーノレの様に熱に

あうと，例え高温でなくても永い時間がたてば変色する

場合もあるが， これは既に改良された) ，・及び最も大き

な自然のものに優る利点である処のいくつでも均等質の

ものが得られる事等の特徴は何と云つでもプラスチ 7 1/

スの強味である。

日本では未だプラスチ y グスの建築材は比較的少な

いっ高価である事，需用の程度が不明の為業者が大量生

産をためらっている事，後述するようにtt l i : ' セ室長屋が進歩

しない事等の理由があげられるつ現制実用されているも

のを大別すると，塗料，プライウ y ド主宰の療活剤，及び

フラスチ 7 1 / ス茶物の成型品，布製品及びスポシヂにな

ったものの応用と四つのグル ープに分けられる。此のう

ち成型品が比較的少なく殆どが広化どニ ーノレ及英のポリ

マーのようである。( 各々の商品名をあげて説明する事・

を要求されたが網羅する'J i - がむつかしいので割愛したっ

近畿化学工業会編「プラスチ 7 !I ス辞典J と云う本があ

るが，これには外国及円木の術品名及其の系譜が詳しく

載っている。) 商品名はないが，どう云う方I百に使われる

可能性があるかを示す為に第 1衰をゐけ' ておく。

【2】 プラスチックスの性質

一般に使用されるプラスチ y タスの性能を紹介するの

であるが， そのまえに成型法について簡単にふれてお

く勺出来上ったものの性質を知| ると同時に，立日何につく

られたかを知るJ 1 平が理解の助けとなるm要な問題である

から勺プラスチ 7 1/ スに熱可観性と烈磁化性のものとこ

種ある事は何度も 説明されたが， 之が製造法に大きな違

いを生ずるのである。即ち烈可規性の樹脂は，員.u: 立体か

ら一足とびに高分子量のill 合物ポリマーをつくってしま

うっそのポリマ{ を突用に適した型に加熱して圧縮して

成型したり，適当な溶媒に溶して素材の上に塗布するこ

とが出来るが，黙硬化性樹脂は高分子量のポリマ{ をつ

くってしまうと ，最早どの機な細工をすることも不能と

なるので， 原料から一歩尻応の進んだ状態に止めてお

くつこの状態はまだ構造が三次元にまで進んでいないの

で，加殺によって熔融するから，そ の状態のものを型に

スれて，其の次にカ日烈圧縮することによって最後の樹脂

化， 俗にいう硬化を起さしめるのである。

さてプラスチ y グスの成型法としては，成型材料を裂

に入れて， 加熱圧縮して賦形するのが普通である。 そ

の成型法は庄縮加熱による圧縮成型法 C ompr essi on

: mol di ng が古くから知られている。圧縮には水圧プレ

スを用い，プレスの加黙にはガ「ス叉は電殺を用いるつ

成型粉を扱う所から成型品の抽出ま での一連の操作を

出来るだけ自働的に行い， 操業時間の短縮が計られて

いる勺 この圧縮成型法を完全に自働化したのが射出成

型 I nj ect i on mol di ng や押出成型 Ext rusi on であるの

a ) 射出成型 Inj ect i on mol di ng 

予め加熱して流動し易くした熱可塑性のプラスチ y グ

スを狭い道路を通じて型に圧入，型の冷却，取り出 しを

自動的に 1 台の機械で行う装置である。( 第 1 図)

pl ur.宅'J'!r

第 1図 射出 j点型機の原理図

黙硬化性のプラスチ 7 1 / スを射出成型法によって成型

する場合は， 初期反応生成物をそのまま ， 叉は必要に

応じて製品に強度をもたせるための充境物， 例えば木

粉，バノレ 7' 細粉，石綿の細粉等に駁活させたものを装入

する。 熱硬化性樹脂にこの方法を応用する場合， 特に

Tr ansf er  mol di ng といわれている。 Tr ansf er mol d-

i ng は装入された原料が狭い通路を通過する聞に加熱さ

れて，その聞に適当に化学反応が進、，最後に型に入っ

て樹脂の三次元化が完了する様に操業を しなくてはなら

ないので， 工程管理が極めて襲撃しいことはし、う迄もな

い。( 第 2 図)

MOU¥ OP E N 
MOL D  CL OS E O 

. 2 函 Tr ansf er  mol di ng の原理図
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b) 押出成型 Ext r usi on mol di ng 

第 3 図は押出成型機の原理を示した図である。

第 3 図 押し出成型機の原理図

この操作は， ホァバーか ら袋入された材料を連続的

に，比較自宅狭い口 から押出す ことによって成型するもの

で， 棒やバイ プの成型に適している。

次に プラ スチ ;; !I スの性質を紹介する。

1. アタリノレ酸系樹脂Acryl i c rellin; ( 撚可製性)

アダリ ノレ酸系の樹脂として最も代表的なものは， メチ

ルメタアグリレート樹指でア F リライトが代表的な製品

である。

成 型 物 : 射出成型， 圧縮成型で製造される。成型

温度はお5
0

_ 315
0

F 。 これ以上の温度で成型すると淡黄

色に活色するおそオ< - がある。成型物は透明であり，不良

品には気泡が入っている。太陽光線や紫外線に殆んど作

用されないし，耐風化性もある。古車気，アノレカム泊，

薄い酸及び薄いアノレカリに耐えるが，アセト γ や西告書変エ

チノレや小企のアル ::r- - ルの混合したペ γ ゼ γ やトノレエシ

に可溶である。樹脂に色をつけることも可能であり，叉

いろんな工具ーを用いて加工することも出来る。注型品の

特徴としては湾い シ{ ト状のものが出来ることと，化学

薬品に対する抗性が成型物より大である。建築材として

の限度については後に述べる。

2. アノレキ y ド樹脂A l kyd resi n;  (撚観化性〉

アノレキ y ド樹脂の主な用途は塗料用である。特に過去

において事繭用塗糾として広く用いられた。こ の塗料の

特徴は値段の安いこと ，使い易いこと，仕上りが美箆な

ことである。その他の用途としては接着剤として広く用

いられている。

3. アリル樹脂A l lyl resi n;  ( 撚硬化性)

最近注目されてきた樹脂でポリエステル樹脂と呼ばれ

ることが多い。アリノレアルコールとフタール酸叉はマレ

イシ酸とのエステノレを，低く重合させたものにス チ レγ

の単量体を混じて黙硬化させたものである。充援物とし

てはガラス繊維が用いられ，製品は極めて強w . で，特に

耐 街 輯主主が大であり ，軽量且つ難燃性であるので建築用

材斜として最近特に注目されてきた。欠点は酸やアルカ

りに弱いことでらる。構造材としての将鋼生は大きい。

目下商品化されつつあるものが多い。

12 

4. 酷重量せんい素C el l ul ose acetate:  (黙可塑性)

せんい素 ( バノレプ〉 と無水酪酸との反応で製造された

もので，最近ではアセテートという名弥でグィスコ{ ス

人絹のスプに代って衣斜品として登場している。このも

のは成型物として，圧縮成型法叉は射出成型法によって

製造されているが，用途としては美麗な色づけが出来る

ので装飾品，ボタシ，玩具が多い。

5. 硝酸せんい素 Ni t r∞ell u1ose; ( 黙可塑性)

せんい素と硝酸の作用でつくられる。所謂セルロイド

であるの

6. フルアラーノレ系側旨 F u託 ural r，回凶:

( 黙硬化性)

フルプラ { ノレと石炭厳との反応によってつくられた樹

脂は鵠色もしくは黒色で・あるのでJ 接着剤以外には余り

用いられていない。

7. メヲミシ・プオノレマロシ樹脂 ｾ･ｬ｡ ｄＱｩｮ ･Ｍｦｯｲｭ｡ﾭ

l ine resi n:  ( 勝、硬化性)

メラミ γ 樹脂は無色で，いろんな充援材と混和して成

型物をつくる。 メラミシ樹脂の成型物の主な用途は電気

絶縁材料である。即ちこの樹脂は特にア { ダに対しての

抵抗が大である。駿水率は小さく，美箆な色づけも可能

である。 メヲミシ樹脂 の特徴は極めて安定で，硬く，

耐熱性もあるので，その特徴を生かしてベニヤ板上に

焼き付け疎化を行って，美箆な樹脂板として，室内の

ｾ，家 具 などに広く利用される 。 デコヲは此の系統であ

るp

8. ブェ/ - ノレ ブすノレマリシ織館 Phenol - f ormal i ne

resi n:  (勝、硬化性)

合成樹脂の中で最も歴史の古いものであり叉非常に広

範囲に用いられたものである。 (1909年米人 Baekl and

によって発明された) 。 石炭酸とプすノレマリシとを臣室叉

はアノレカリの存在で反応させて，初期反応物をつくり，

ヘキサメ チレ γ テ トラミンの存在で・加黙圧縮して硬化さ

せる。

注型品は所諮ベ ー グライトであって，こはく状のもの

から透闘なものまで製造することが出来る。

積層高反: 石炭酸系樹脂の積層板は化学的に極めて

安定であって，強度も非常に大であり，電気絶縁性も極

めて大きいから非常に広範囲に利用されている。基材と

しては，紙， カγ パス， リγ ネノレ及ひ. アスベスト等が用

いられる。原料としての石炭酸は比較的高価なので，値

段を下げる目的でキシレノ { ノレ， グレゾ{ ノレを混合する

ことが多し、。

叉石炭酸とよく似た構造を持つ V ソ勺レシノーノレと 7 す

ノレマリ γ とを反応させて得た初期生成物は，非常に強力

な接話剤として最近盛んに用いられているC



9. ポリエチレン Pol yet hyl ene; (黙 iiH担性)

エチレ ν を高圧下でlli 合させたもので，やわらかい半

迭 問の白色の繍脂である。こ の樹脂の特徴は電気的性質

と耐水性が極めて優れているので，高周波ケーフノレ，高

周波' ，R 気器具の絶縁物 として最近広く利用されてきた。

叉化学薬品に対 しての抵抗性も大であるので，化学薬

品，化粧品の容器として用いられている。比重 0. 9 だか

ら水より軽L 、。( 此の樹脂だけが水より軽L 、〉

10. ポリスチレシ Pol yst yrene; (熱可銀性〉

ポリエチレ γ に比べると，電気附' i 質はやや低下する

が，電気穏具の絶縁物として用いられることが多い。叉

極めて着色し易く熱可単位に富んでいるので成型品とし

て各方面に広く用いられている。

11. 珪素樹脂 Si l i cone resi n;  ( 紋可塑性， 書思疎化

性)

最近に発展した新しい樹脂である。珪素を樹脂分子の

骨核中に含んでいるので，電気自AJI生質，耐水性，耐薬品

性が極めて良好である。しかし成型物をつくることは今

のところ図燥で 1白状として得られるので器具への保護

膜，絶縁泊及びタリ { スとして用いられている。億段も

比較的高価である。

12 テフロ γ 樹 脂 Tet raf l uoroet hy lene. pol ymer;  

(然可渡性〉

弗素の入った樹脂で，新しく登場したものである。特

徴は化学薬品に対する抵抗の大なることと，耐黙性にあ

るが今のところ極めて高価である。

13. 尿素 ・フォノレマリシ樹脂 Ur回・f Qrmal i ne

resi n;  ( 熱硬化性)

尿素とフォルマリ γ とをアルカリの存在で反応させて

初期生成物を得る。これをそのまま型に流 し込んで加殺

すれば注型品が得られ，バノレプや木粉に' f 1 l . 漬，乾燥して

から圧縮加黙すれば成型品を得る。

注型品は過去において有機ガラスと祢し，窓ガラスの

代用にされたが，耐風化性が小さいので現在ではその位

置をメタア tJ Y ノレ樹脂にゆずっている。叉バラソノレの柄

にも使用されたこともあるが，亀裂がゆき易いので現在

殆んど用いられていなし、。

14. ポ y ｾＱＱｾ 史ピニノレ ｐｯｬｹｶｩｮｹｬ｡｣･ｴ｡ｴ･［ (然可波性〉

このものは機械的性質や耐熱性が怒いので直接の用途

a 酪竣エチノレやアセト γ 等の有樹容媒に溶 して援活剤と

して用いるか，エマノレジ ョγ の型にして織物の樹脂加工

に用いる程度である。最大の用途はこの樹目旨から合成級

車佐のどニロ γ をつくるにゐるつ

15. ボリ 広化ピ ニル POl yvi nyl chl ori de;  

( 黙可塑性J

我匡. の資源的な立場より黙可塑性樹脂として最も大量

に製造されている。その性質は耐薬品性，耐水性，耐電

気絶縁性がすぐれている。 しかしこの樹脂をそのまま用

いると，極めて堅硯で使用及び製造が困難なので普通は

約50，%位の可扱剤を混和して細工をしている。約 5 ，%伎

の可強剤を用いた硬質の塩化 ピニノレパイプは， 目方が軽

く且つ塩化 ピニノレの耐薬品性，耐絶縁性がす ぐれている

ので都世のコ Y ヂ y トチ ュー プ，水道管に用いられる様

になった。 しか し軟化点が低いので( 約70
0

C ) 溜皮の

上昇する場合には用いられなし、。加熱したカレン〆{ を

適して作ったシ{ トも多く使用されている。

16. 塩化 ピニノレー酪酸ビニノレ共宜合物

Vi nyl  chl ori de- acet at e copol ymer s;  ( 熱可塑性〉

ボリ塩化 ピニノレとポリ酪酸ビニノレの両者の性質の中間

的な性能を有するn その利用簡はポリ塩化ピニノレと殆ん

ど同じであるの

17. ポリ駄化ピニリデ y Vi nyl i dene 

chl ori de pol ymer ;  ( 熱可現性

穏化ピ ニルの分子中にもう 1 個滋素原子の多く入った

ピニリテ γ ダロライドを宣合させたもので丸る。これを

繊維にしたものが合成繊維サランで・ある。

18. 方日U1Ieコ。ム Vul cani zed r ubber  

よポナイトの機な硬い状態から，軟質プムまで，ヲ:f-h

コソ、に配合する硫賞の盈のt曽滅によって任意に製造する

ことが出来る。

最後にプラスチ y グスの物理附全能表を第 2 表に一括

して示す。参考とされたし、。筒此の項は井本研究室の垣

内助教授に負う所が良いことを明記して謝意を表する。

【3) 構造材及外務用としての使用例

近来建築のプレブ 7 ブリケーショ γ が，施工期間包縮

の目的で進められた。これは漸次新しい分野に発展して

外国では建築の工場生産が充分経済的に有利な援にまで

淫 している。プラスチ y グスが此の一翼を荷って，色々

試験家屋がf乍られた。 Vi nyl i te house ( 1933年シカプ

博にて〉がJt の最初であって，壁件" 尿，床総: てピニ{

ノレ樹脂から 11¥来ている。意匠については色々意見もあろ

うが，あらゆる建築材料にプラスチ- y tI スが利用出来る

と云う示唆を与えたものとして注目に値する。

次にブラシダブノレトで聞かれた独逸建築展に出品され

た Synt het i c house ( 1938年) がある。街風炉スラ y

グを使ってセメ γ トの代りに尿素ブオノレムアノレデヒドで

造った軽盆コシコリ ート プロ- y tI の墜体， 床からｾ断

材，家具，給排水工事迄総て合成樹脂が使われている勺

そして在来ならば，金属が使われる為堅い，冷たい感じ

がする所を柔らく暖かく親しみ易いものにしていると云

13 
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う事である。 考えねばならなし、。

第二次世界大戦では急速に施工出来る建築が要求せら 筏: 度治司氏いと云う事は材を建曲した時の剛度が必要な

れ方々でプラスチッグスが利用せ られたが共の一つにス 場合は利益になるから従って Elp(Pは密度) の適当な材

コy トラγ ドの J ick: wood house がある。 これは第 料を選択す る必要がある。第 5図は梁 として プラスチ y

4 図 に示すように，圧縮銘暦 とバノレ 7 ・紙をコアにして， グスを応用した場合の比較図である。一番左は普通のI玉

合板を両面に張り，レ{ ジγ で表面仕上をしたものであ

るが，レ{ ジシの持つi ! f f i 断性を利用 し，特にジョイ γ ト

がうまく 出来ているのが特徴で、ある。 業{也数多くある

し，パネルの工風になると随分色々考案されているよう

であるがここには省略する。 只日本では模型ではらる

が，オ { ノレプラスチァグスとも云うべき家が作 られた事

を紹介 しておこう。本号表紙の色彩写真がそれである。

プラスチッグスの構造. / ; ; j としての性質についてはメチ

J レメタアグ リー ノレ樹脂( 製品ア P リライ ト) について東

大総下教授の研究が日本材料試験協会誌「材料試験」第

二巻第一号 ( 昭和28年12月〉に載っている。それによる

と， アグリライトの破壊強度は大体木材( ナラ， シオ

ジ， プナ〉程度であり，弾性率は著しくひくいことが解

される。他のプラスチ ::; d ス も賂同様である。従って他

の弾性率の大きな材料或は展性 のある材料による補強を

14 

第 5 図 決 材 の 比 絞

延型鏑， 2 番 目は尿素 プォルムアルデ ヒド系プラスチァ

グの梁，次はスチ ール のパネルで補強したプラスチ y グ

梁， 最右翼は木材の積層梁。 プラスチ ::; !J は表面仕上を

必要としない点、が優れているわけである。処が常に注意

しなければならないが，特に構造J; 1 の場合グロ ープ現象

があり，温度の高低によ って弾性係数が変るから使用個
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所の起りｾる温度を考慮して設計しなければならな ｌ 、

ポリエステノレ系は英の心配がないと聞くが，未だ新しし・

から突現を見なL 、c

英{ 山i虚Itf r壁体 としては仙の材と組合して色々の工夫が

あるe 父プラ スチ y グスにグ ラス7 7 イパ{ 等の補強材

を入れた適当な透明壁はフ・ラスチ ';/ !l スの大きな剛生と

して，装飾的に沢山使われているc 叉，こ れは今後の研

究ではあるが，紫外線から奏ｾＭｦｦｬ泉までの各波長の光を撰訳

透過させる事が出来る答である。即ち紫外線を遮断して

祭事、線のみを透過させたり，叉英の反対に黙訴を遮断して

紫外線を透過させたり出来るようになるe 拡散姓は大き

いか らグラ スプロ ァグよりは余程優れた外壁だとか，軒

先とか，或はトァプラ イ トに利用して効果がある。

プラ イウ y ドや積層板等の樹脂は黙可塑性のものは グ

リー7' 現象があるからあまり使われないe ポリピニ ー

ノレ，プチ ラF ノレ等が特種の場合に使用される。主として

接着剤は型車硬化性のものである。これは( 1) 7 x. ノーノレフ

場ノレムアルデヒド系(2) 尿素ブ オノレムアルデヒ ド系(3) メラ

ミンフォルムアノレデヒド系の 3 種に分類して矧主によ っ

て使いわけされているが，詳しくは略するe 其{ 也容粋，

ガラス張する場所等に使えば在来の材料よりも風化を受

け幾くするのみならず，ガラス張のかわりに使う場合に

は，重量，燃性質，強度，防火何れについても優れてい

るので，只値段さえ安くなれば，硝子にとってかわるこ

とになると思う 。取付に際しての 「のび」はポリエス テ

第 6 図 天完まに似: った Perspex

んによって解決された。( ポリエ ステノレは甚だ優れた樹

脂であるが，今の処製品の透明度。; ，ポリスチ ロール等に

比べて足りない。 これはしかし追 々と改善される事であ!

ろう 。兎に角常温常圧で加工出来る事は工場生産でも現

場加工でも甚だ有利である。〕屋根葺に使った例を第 6 図』

にらげておく。アグリライトに似た英国の rPerspex J

である。

何れにしても日本では組立構造がもっと進歩しなレと

使い道が少ない勺むしろプラスチ y グスによって組立f梓

造の進歩が或は促進されるのかもしれないれ

【4】 内装周及調度の使用例

先ず間仕切壁が考えられる。積層板を使って遮断板を

サシドウィ y チにした壁休は，英の表面の性質と内部の

i麟 f性とを使用個所に従っていくらでも変えられるか

ら，種類も用途も多い。英国ではフエノ ール系街路の上

にグラスファイパー或は紙を入れたパネルの聞にグラス

ウール，木ウーノレ或はカポ y グ等をつめてウエツプを 2

in. 間隔位に入れ補強した“ Hol opl ast " があらゆる目的

にイ変われている事が紹介されているの

外に プライウ y ド，プ ロ y グボ ー ド，積層板等は甚だ

種類が多 く一概に云えないので省略するが，そのままの

面が化粧用となっているものと，塗装するか，或は他の

材料で仕上げるものとの 2 種類があるが，使用目 的によ

ってどちらも便利であろう。但 し 安い素地にプラス チ

y グスをライニシグするのが有利ではなかろらか。

床材料としてはど ニ{ ノレによるタイルが最初に現われ

たが， ビニーノレだけでは在来のゴム， リノリウム，アス

ータイノレ等に劣るので，塩化ピニ ーノレ或はそのコポリマ{

や塩化ピニリデ γ 等を使って可塑淘j も工夫 され，前者に

優るタイノレが造れた。其の外，

a  石綿繊維，鉱物質充反剤U，熱可観性樹脂，顔料を

まぜたタイル。

b  混合セメ γ ト，顔料にポリビニ ーノレ系或はポリス

チレ γ 系の樹脂を入れて左官仕上した ジョイ γ トの

ない床。

C  ポリ酷竣ピニ ーノレによる樹脂コ γ グリ { ト 床

主宰がある F 日本にも日ならずして現われる筈であるe 叉

防水工事にポリエチレ γ のフ オイルを使うようになる。

これはアスフアルトに よる よりは余程優れたものが出来

る。価額も高くない。

英の外ノ〈イプ，衛生器具，家具の部品，官燈器具及電

気絶縁材にイ史われている事は有名であるが，殊にバイプ

はプレキシフツレな長尺物が得られ， ジ ョイ ν もウエノレド

する事が出来るので，多少値が高いが，将来は大いに利用

される。叉自動車のボディーを成型するように浴室とか

炊事場の流場等の色々のセ y トを 1 ユニ y トに成型した

もの等面白い惑が考えられるが， r工場製品を組合す」

15 



だけで建 物がtH凍 上るブメリカと，全部現場で造り出さ

ね ばな らぬ 日本とでば発淫のしかたが違う 。

最 後に “ house+  home .. の1954年 2 月号に色々使用

された実例写真が出ているので紹介しておく 。

[ 5]  ベイシトとして

塗料と しては日本でも甚だ有望である。従来の1自性塗

斜とは違う点が多い ので，特性のよ く解った犠人を使用

しな し、と，欠点が現われ るおそれがある。特性其の他に

ついては関西ベイシ ト株式会社から寄婚をうけた 「最 近

の塗斜と塗装」にくわ しいから. それを転載さ せ て頂い

た。 〔以 上) ( 筆者大阪市大理工学部教授〉

第1 図 色 々 な 製 品 左 の 方 は 構 造 材、上及び右の方は化粧材、 下の方は床材等がかためてある内

第 8 図 ハニカムコアの wall 戸 nel ，唐 9 図 一体に mol d されたボディ 一、 軽量の床

透明間仕切の将来を明示している 。Kennet h K assl er 設計

16 
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3  克Iアルカリ tl で変色が少い

4. 水位塗ドl と同様に速乾性

乳 化 軍 合 体

主主 料

￰ｾ 酸 ピニル 樹脂 ｬＧ 各 手B 水

5  半アマで・担ｾが 滑 であ る

1. 面j 般耐アルカリ性耐油性大

献 酸 ピ ニ ル

悩酸 ビニル 樹脂

2. 周 的 性

t主 化 ピ ニ ル

共重合体1 1 l 料

t主化ピニノレ樹脂

防 火 位

羽
山

n

泡党

て ｆ イ トンをよｾする

11 活 法 的 内

) 7 ' } J ト

状 u y i 包性断熱唱をつくって素材に

ス It
防 火 塗 料 | 合 成 樹 脂

引火しない

2. このi主眼だけでな耐水性が劣るの 1 (，;; t.l l)  

各 滞

綴 H  

水

コンクリート

エえレート面1

( 区内用)

ピ ニ レ ン

タイイ、ン

エッ チ ン グ プ

ラ イ マ ー ス l 主

ホア ν ユプライマー

防 蝕 位 作用 L 安定な化合物の簿居をつくり

活性剤| アルコー川| さび止幼! ! ! ' ! ，: 附る

ピ ニ ル 系

2. ;f;地 J ) 金属而; こで. ! た化合物に塗合成樹 ｮＮｾ
ヰ?顔

肢がからんて附渚をます

ジンククロ j ート | 合 成 附 &'i

面鉄の防蝕

N  

' w'  
号

各 積 各

!  1  さぴ止効果が大{こ れはジンタクロ 1: 鉄鋼軽金属，

I  ｟ＮＮＮ，，ＭＭｾＮ＠ I ゼ ヅ ト

J ート ニ Y ロム 酸亜鉛の化学的反応 I I  

種 I : これ) 1  ' "  "  T< ，1. 1名 号

l の さ び 11:. 1

. 2  人j4; ・こ無・2 である

主主 料 |ν ン Y クロ J ート
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ゼ

↓

ス

ン

コ

エ

ベ

れ

げ

種 1m 合 邦j

纏 誌の内館

耐 襲 品 部 | ミ リ オ ン

"  ' ; /キ 叡 INo.  1  

の防蝕など

ガ ム ラ y カー
スチレフクユ

- ，各 種

ニスデ E ー ン 品

合 成 樹 脂 ，

I  ( エナメル}

!  i各 種

白 E由 化 綿 l

ホ' ; / f ラッカ ー I  I  

! 合 成 樹 脂 !

I  I  ( エナ j ル)

二五 | 合 成 樹 脂| 各 種十|卜トト安口…定吋十剤イ+|卜トト炭断削吋イ化ヒ

j  P  3  y  ;午ir下 ド:し:成JJ刈 イ 化 己

塗 料巾| 片; 成 九 射 パ | 各 種&1 … ) 也b水 川ベ叫索イ十ん|卜卜1川 夜 … 胤 … 附t

防 ミ イ 塗 料1:T?汁吋3引| 各 種 ｉｾ ｾ剤ｼ各 種

含 成 ゴ ム M177; ; : |各 種 ト ー | 炭 化 糊 類 |;;;;;f; リ性である

J J ; !??山中市川- |; ; よむな乾

lm樹 脂 塗 料 | ケ イ ソ 樹 脂 i各 Qj  - j二 l;::: ア 品

塗

E  戦前からあり現在も広〈用ひられている主な塗料

-

E

・

.

、

一

1

J

一

ツ

ル

一

ホ

セ

ー

ロ

国

車

械

工
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木

自

機

具

一
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マ
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ン

一

ナ

乾

付

、

.

:

常

焼

J

1

t

コ
〆

'

t

、

械

具

具

類

口

回

ス一

時

H

機

器

家

ケ

雑

lf 烈 |(iiL!

日三i

l u|- l  

1  I  I  

名

特 長 お よ び 備 考

| 主 用 途1: 品 ;

フ タ ル 酸

各 種

1 . 光沢がよく耐候性が大であ る 車 申同

7  ?  f / 酸 樹

2 耐油性があ る 建 築 物

グ リ セ 日 ン 乾 燥 刻 炭 化 水 素

3 附着カ折曲性大である

7 ? リツト

臨 塗 料 船 舶 内

脈 肪 酸

( エナ j ル)

4 乾燥が遅い (約20時間〉 外 部

lhノ ル | 各 種

1 光沢よく不粘渚位である
lI! 暗唱

フ エ ノ ー ル

2. 耐油耐水位である

フ z ノシマリン 乾 燥 剣 炭 化 水 素

3 乾燥が比較的早い

建 築 物 ヲル トラック

樹 脂 塗 料 ( エナメル}

樹 際 l 4. ホデーワニス系以外は耐候性少 船由自の内郁

各 種 樹 加

エエぇテノレ 1. 速 乾 自 動 車

エ ー テル

車 備
ラ ッ カ ー 1 碕 イヒ 綿

ケ ト ン 2 耐 水 ， 耐 泊
セ ル ハ

アルコール
機 械

( エナ " J V)  
可 塑 弗l

ベンゼン類 3. 不粘着性大 総 兵
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建築用合成高分子材料一覧表
日 本 建 築 協 会 編 集 委 員 会 調

( 1  9  5 生 年 現 在 日 本 著 名 製 品 )

本表につーて一一「系別」は化学的に見た場合の大分類，1 主要原料別」はそれを小分 類 したも ので市場一般

に適用している名称。「用途 」の うち韮盟とあるのは管材，部品あるいは設備器具額を総称

する 。塁塁には骨・材と被 ｪ 資材とを含む。樫主ｾ ＺＡ買には壁，屋根材，左官工事補助材，コ

シグリ ー ト補助材等を含む。旦翠とあるものは内装工事材の窓。 なお，これら用途につ

いてはメーカ{ 側も新用途の開拓に向っ て研究中であるから，本表以外の分類が考えら

れるし，それがこれら新材料の特質でもある。メ ー カ { 側より更に新ら しい 資 料 を 送 附

願っ て研究したいし，また笑際使用者の 体験も聞かせて銀きたい。

系 5: ! 主 要 原 料 別 | 用 1邑 製 造 ｾ＠ 社

y  I 設

備 | … イ ド 1 … 一

蛋 臼 カ ゼ イ

セ ル ロ ー ズ 冒 昔 酸 繊 維 I 設設 制ｾ I ア セ チ ロ イ ド … ル ロ イ ド K. K

備 ミ ナ ロ イ ド 新 日 本 釜 索 肥 料 K. K.

フ ェ ノ ー ル プエノ ーノレスは
設 備 家 具 | … ラ イ ト 日本ペ ー グライト K. K.  I  

グ レ ゾ ー ノレ

設 備，家 只 デ コ ラ イ ト 東 京 芝 滞 電 気 K. K.

設 備，家 具 ニ チ リ ツ ト 目 立 製 作 所 K . K .

設 自i1，家 具 ス ミ ラ イ ト 住 友 化 工 材 工 業 K. K.

ｾｾ＠ 制ji ナショナノレライト 松 下 電 エ K. K.

設 備， 塗 料 カ ウ ペ ラ イ ト 神 戸 電 気 K. K.

設 部ii リ グ ナ イ ト リ グ ナ イ トK . K .

設日ii ，塗料構造 エ ド ラ イ ト 江 戸 川 化 学 工 業 K. K

設 面目
夕、、イ カ ラ イ ト

大 一 化 成 工 業 K. K.

塗 料 ア イ ポ ラ y グ ア イ ポ リ ンK . K .

構 進 ロイ ヒトーノレ 日本ノープリ y トK. K

ア
、、、

/  尿 葉 設 部ii
ユ レ テ y グス 日 本 紡 絞 K . K .

3支 世li タ カ ' ラ イ ト 目 立 製 作 所 K . K .

設 面白 ユー カ ラ イ ト 興 イ乙 工 業 K. K.

設 侃i
ニェ ，ー ::z ソ 宮 士 化 成 K. K.

設備構造霊堂料 エ ド ラ イ ト 江 戸 川 化 学 工 業 K. K.

設 {iii/ エヨ」 ニニ
コ

y  
東 海 化 工 K . K

構 進
ユ { ロ イ ド

東 涜2 高 圧 K. K.

塗 料 ユ リ ッ グ ス /J  

機 進 イ ゲ タ デ イ ム 住友化工材工業K . K .

塗 料 イズミヲ: ; ; "  
。

轡 造 ヒ ロ ジ y 日本ノープリ y トK . K .

君主 進 7' ラ イ ア ミ ν 日本ライヒホーノレドK . K.

メ ブ
、、

1ノ 設 面白 メラチ y グス 日 f青 紡績K . K .

塗 料 メ ラ ゾ ー ノレ 日 r苔 紡絞K . K .

設 世E ニヱー 炉ー ::z γ  
宮 土 化成K . K .

設 備 ， 家 具，
ラr

コ フ 住 友 化 ヱ 材 工 業 K. K.

内 張

エ ド ラ イ ト 江 戸 川| 化学工業 K. K

ア ノレキット ブ タ ー ノレ酸 構 造 ， 宣 言 料 ブ タ リ y ト | 関 西 ペ イ シ ト K. K

塗 料 ボ テ ご ラ ァ ダ 日 本 ペ イ シ ト K. K.

塗 料 ア ノ レ キ ス
神 東 塗 料 K. K.

塗 料 アノレキコート )11  上 塗 料 K. K

塗 料 グ リ 7" ト γ 東 亜 ペ イ シ ト K. K.

塗 料 ブタ { ノレ酸エナメノレ 大 日 本 塗 料 K. K.
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系 別 | 主 要 原 料 別 | 用 途 | 商
ロZコ口

名 |
製 山‘ fr.品 dヱ』JC 才上

アノレキッ ド ポ リ エ ス テ J レ ，没 ｾｩｩｩ＠ エ ポ ラ ッ ク i  日本触媒化学工業 K. K

設 備 ， 君 主 料 リ ゴ ラ ソ グ 理 研 合 成 樹 脂 K K

設
倣守

叶 ス イ ラ イ ト i 積 水 化 学 工 業 K K

設 制H

日 本 ラ イ ヒホ{

ポ リ ラ イ ト J レ ド 化 学 工 業 K. K.  

ピ

一
ノレ 塩 化 ピ エ ル 設 備 |  エス ロγ バイプ

積 水 化 学 工 業 K K.

設 面白 ス ミ ラ イ ト 住 友 化 工 材 工 業 K K

設 似i タ カ ニ { ノレ 高 砂 プ ム 工 業 K K.

設
仙E

ヒシタイノレ， ヒシノミ

長 浜 プ ム 工 業 K. K

イプヒシチ ューフF

設 {桁 ハ マ プ ラ ス 横 浜 ゴ ム 製 造 K. K

設 部E プロソメ白イ 7' 東 亜 必tコ与 成 K K.

設 itiii 
ア ル ト ロ γ モ γ サ .γ ト 化 成 K. K.

設 備 サ Y ロ イ ド 筒 '1" セノレ ロイ ドK K

設 保i ' ピ ノ リ ウ ム 日 本 ピ ノ リウム K. K

設 制H リ ヂ ォ γ 東頓プラスチ y グ工業 K K

設 備 ピ ニ ワ Lノ 第一プラ スチ y グ K K.

設 備 ， 構 造 タ キ ロ 1ノ 滝 川 セ ル ロイ ドK. K

2主 料 カ ネ ゾ ー ノレ 鎖 淵 イヒ 学 K. K

E金 料
ピ ニ ロ { ゼ

大 日 本 塗 料 K. K

塗 料
ネ オ バ { ノレ 吉 野 理 化 工 業 K K

塩化エピリデ γ i没 制ii ア ロ γ ! 東 1毘 J 仁ι」 成 .K K

11究官1I I i ，家具，内張 1 サ ラ γ l 旭
!J ウ K. K

4 ii 主制ii ，家具，内政 タ レ ハ ロ ン 呉 羽 化 学 K K

造 : カ 不 ダ イ γ | 鍬 淵際 酸 ピ ニ ノ レ 構 イヒ 学 KI¥: .

t符 造
エ ス ニ { ノレ 積 水 化 学 工 業 K K

f符 造 | ポ リ ゾ ー ノレ | 高 分 子 化 学 研 究 所

ポ パ ー ノレ 轡 造 倉 敷 ビ ニ ロ γ 倉 敷 レ イ ヨ ン K. K

家 具 ， 内 援 tI レ モ ナ 倉 敷 レ イ ョ :.-' K K.

構 造 プ{ セノ ー ノレ 日 本 合 成 K. K

塗 料 ピ ニ レ ッ ダ 新日本ｾ索 ｉ 巴料 ｋ ｋＮ

f梓 進 ニ ポ リ ッ ト イア

.(梓 進
ポ パ {  ノレ 積水 化 学 工 業 K K

ス チ ロ { ノレ ，i1 保i セキスイタイル i 積 水 化 学 工 業 K. K

iu 侃l
ナスチシ yョナグノレフラ !| 松 下 電 工 K. K.

話正 具 T.  K.  K.  : 東 邦 化 工 K K

ア グ リ J レ メタアタリノレ | 設 側 " 家 具 ア タ リ ラ イ ト [ 三 菱 レ イ ヨ : . - ' K. K

フ ヂ コ シ 富 士 化 成 K. K

iJ .l: 缶百 ユ ー キライト 日 本 有 機 化 学 K. K I  

エ チ レ シ ボ リ エ チ レ γ J 1 面白

セキスイポリエ

積 水 化 学 工 業 K. K
チ Iノγ

設 itiii F  1  W C  C  藤 念 電 線 K. K

設 制5

日 立 ( 高 周 波

日 立 製 作 iYi 
ケ ー プノレ〉

ポリ アマ イ ド |  カプ ロラグタム | 訓ii，家具， 内 狼 | ア

、、
フ γ | 東 洋 レ { ヨシ K. K

桂 索 | 金 属 桂 紫 相t 進 | シ γ ェ ッ | 側 化 学 工 業 K. K

| 東 京芝 浦 電 気 K. K

弗
索 | 設 備，構 造 I !J イ フ ロ γ | 大 阪 金 属 工 業 K. K
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1. 十合百貨! 苫のショウウインド ( 大阪心粛橋 ) 設計者 ・村野騒音

現 代 建 築 と ガ ラ ス

2  グ ラ ノ ド劇 場 の ガ ラ ユ ブ ロ ッ ク ( 大阪平目前) 設計者: 村野服警
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3.  ; t 一生命 ピルの外 観 ( 大阪駅間j 設計者 : 竹中 工務唐 4. 産経会館入口 のガ ラスド ァー ( 大阪楼橋) 吾耳石7耳石王芯府

5. 大型車雪板 ガラス 製造機 ( 日本柿骨子舞鈴工場)

6. 日本板硝子舞鶴工場 (昭和27年 9月操業)
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現 代 建 築 と ガ ラ ス

ま え が き

戦後の復興を玄; 敬するかのように. 東京大l涙始め各都

市て‘(1競って新しし; 訪問ピ J レが次々に建設されている。

これ らのビノレは何れも申含せたように. 光を求めて従来

よりも窓を拡げてガラスのもつ臨しし、魅力を表商Yこ浮き

出させた設計が取上げられて. その{ ネ容は行人の目をそ

ばたてている。阿倍街もこれにl乎応するようにショウウ

イ y ドーを改造 して l出げガラスを組合せたlU ガラスの新

鮮な感'1t の内にも力強き表現の庖舗に変って きたのこれ

は外屈の変化であるが，内部もまた従来のm: 苦しい壁や

ドアー を取除いて優美な型板ガーラスの間切りが採用 され

明るい光の交錯の内に社 会活動が色 ー まれてレる ｾ (ア ー

ト 写ＮｷＺ ｬｾ Ｔ 参照 ｊ

現代建築はガ ラス文明と共に発i主 し ガ ラ ス 文化ρ内

に明る い近代人の恒舌が建設されているニとを円々痛感

している。 欽 と七 .); / トとガラス乙そ現代建築の構築材・

料である が，前二来に比してガラス の智識は→皮に普及

されていない憾みから るわ 最近特に建築関係者の関心が

ガラス に深 まってきたとき. 本協会の求めもあり簡単ーに

その解説を試みてーはる ことにしたがー紙煽の都合もあり

充分な期待に添L 、はな いのではないかと 恐れている。

ガ ラ ス の 綴 念

全て物質はその温度，圧力によって定・まる三つの状態

一気体・液 体・国休ーがあって，外部の条件を一定して充

分長い時間保持すると必ずこの三つの状態のどれかに到

達するものである《 ところが外部の条件をかなり速く変

化 させるとそれぞれの条件に平衡したが濯に淫する時間

的な余猫がなくなり，この三つの状態とは異った別の状

態にかなり安定して存在し得るようになる。 このような

現象は特に液体力、ら固体えの相互変化のときにしばしば

現われるもので， このとき新しい状態を寸主にガヲス状

態と云い，この状態にある物質をガラスと呼んでいる。

ガラス状態が上に述べたような熱力学的な不平衡な状

態でみるということは. 次のような挙動からも推論され

大 野 巳正

るc ガラスの色々な性質はその種類によらず温度に対し

て第 1 図に示すような変化をする。

突事』彰脹 と比殺はその物質によってほぼ定まった温度範

囲でほとんど不患者定的に変化するが，比谷と撚含量とは

連続した変化を示す。事ｾ｜膨脹や比黙が不連続的に変 化 す

る温度範囲を転移領域或は!I去移点と呼ばれているが，こ

の転移は潜熱と休積の変化を伴わないので固体: 液体の

相互変化とは朗際に区別される。 Wa r ren ( 1934) 等 の

X 線によるガラスの研究によっても，ガラスは結品質固

休よりも液体に近い原子配列をしていることが確められ

ている。しかし平衡に達した液休，いわゆる過冷却液体

であれば熱膨脹，比熱に不連続的な変化が現われない筈

である。これらのことから Ka uz ma nn ( 1948) はガラ

スは固体( 結晶〉で もまた液体( 過冷却液体〉で もなく，

液体を高温から冷却するときにその物質の原子或は分子

平衡に達しようとする以前にらる箆の自由度が束縛され

た無定形固体であると結論した内

このようなガラスになり得る物質は単体，有機，無機

化合物の全て の種類の物質を合んでいて極めて一般的で

第 1 図 ガラスの物恕自力性質

第 2 図 ガラス状態の構造 ( 2 次元的模型〉

ー一一. . . . i' 昆lt

一ー干 長晶晶、

必
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あるが，炭化水素，強い水素結合を持った液体，水和し

たイオ γ 性液体，高重合物，三次元的に原子価結合した

網目構造をもっ物質は特にガラスになりやすい。 工業的

に最も重要なものは三次元的な網目構造をもった珪酸耳石

ガラスでらるが，これが高分子物質と顕著な数似性を示

すのもガラスというものの本質から見て当然のことと云

える。( 第 2 図)

さて，珪酸ガラスは窓ガラス，鏡，容器，光学器械等

に用いられるガラスとして最も重要なものである。これ

は珪酸 (Si0 2) を主成分とするが，それぞれの使用上の

条件或は製造上の条件を考慮して色々の金属酸化物を色

々の割合で加えるのが普通である。

最も良く用いられる酸化物は Na20 ，Ca O， MgO， 

A h Os 等であるが， 特別の 目的には特殊な酸化物も用い

られ る。これ らの酸化物は Si O!l の三次元的な網目構造

の一部を破りその間際に入ってガラスの性質に影響を与

えるものであるとされている。

また， ; ; " : ; ; スの性質は添加酸化物による以外に黙処理

によっても変化する。このことはK auzma n nの結論から

も当然予想されることである。この最も良い例は強化ガ

ラスである。ガラスを転移点附近から急冷すると同じ組

成の徐冷ガラスよりも数倍乃至10数{ 音大きい機械的強度

を持つガラスが得られる。

以上のようなガラスの概念を持って頂いて建築用各種

ガラスについて説明をして行くことにする。

建築用一般ガラス

今日建築用ガラスと云えば珪酸塩を主成分とする無機

質ガラスが主体となっているが，塩化ピニーノレ， ili 昔酸ピ

ニ{ ノレ，ポリアミド， アグリノレ酸，スチロ- / レ等の有機

質ガラスも少量使用されている。その内ア タリノレ酸 (メ

タアグリル酸樹脂〉は一般に有機ガラスと呼ばれ古くか

ら知られている。このガラスは軽くて強靭で加工が自由

であること，光線透過率，電気絶縁性，耐水 ・耐寒 ・耐

酸 ・耐アノレカリ性が優れ，着色が自由でらる点など無機

質ガラスに比して幾多の特徴があるが，高価であること

，硬度が小さいため表面が疲つくと不透闘になり易く，

耐穀性がない等の欠点があるため建築材籾としての普及

は限られた用途に少量しか使用されていなく，将来の発

展姓もあまり考えられないので，ここでは主として無機

質ガラスの種類と用途について述べることにした。

建築用ガラスとして一般に最も広く使用される品種と

用途を第 1表に示した。この外に特殊用途に用いられる

新製品が続々現われてきたが，これについては別項でま

とめて説明することにした。

普通板ガラスには透明品と摺ガラスの 2 極がある事は

よく知られているが，等識は現在 J ISiこは透明品のみに

あって，摺ガラスには設けられていない。また，型板ガ
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第 1 表建築周一般ガラスの品種と用途 、

ロロロ 種 (等 級)

|  普通板ガラス (2m/ m)  建築一般，家具用，i，温室用. 障子

特A 級品 3m/m 建策一般. 温室用，i / ヨーケース

A 級品 Sm/m 
商ν 品ョ 陳ヮ ワ列イ用ン 調ドー板， 

原窓， テー プルト ソ プ.用

B 級品 6m/m ，庇， 照 明 告 書 具

薄 型
ビル デイング，事務 所，

型板ガラス

銀行，碕庖その他建築一般 1

4m/m厚型 窓，庇. 扉，欄間，骨量 込. ; i i 立

Sm/m厚型 腰板. 橿板，照明 llll 具用

網入ガラス
型板{ 縞) 高層建築向. ー舷ビル窓用

謄板( ラ 7 )
工場倉庫窓用. 原用，防火建築用

3m/ m 

ホテル，劇 場，溜庖，銀 行

4 m/m 

食堂 等 の 高 級 述 築 物 用

磨板ガラス
Sm/m 

特遺品
6m/m 

舎庖，諸家具，i / ヨクワインドー

標箪品 8 m/m 

ジヨ ーケース等の高級家具用

l Om/ m 

鏡台，大型姿見，三面鏡等

12m/ m 

合せ強化ガラス用. ! 車鈎ー鍛

l Sm/ m 

ラス及び綿入ガラスにも等級が設けられていないc

2 m/mは厚さ 2 耗製品の意味で以下同様である。

この内で普通板ガラス，型板ガラス，網入ガラス， a尊

板ガラスの 4 種が建築用として最も使用されているが，

戦後資材難のため品質も低下し生産量も激滋して一時貴

重品扱いされた時代は昔話となって，今日では世界の水

準を行く優良品が旭硝子と日本板硝子の両社で多量に生

産されて輸出も最近益々延びてきた。特に品質は両社の

強力な技術陣の活躍で向上し，英のヒ・ノレギシトシ，仏の

サ γ プパ γ 両社を凌いで‘ 米国品に比敵するきまに到達して

いる。昨年この 4種品の J IS が制定されて国産板ガラス

は何れもこの規格以上の製品が市販されている。

JI SR  3201 普通板ガラス 昭和四年 9 月改正

JI SR 32ω 勝 板 ガ ラ ス 昭 和28年 9 月制定

nSR 3203 型 板 ガ ラ ス 。

JI SR 3204 網入板ガラス 。

この規絡には適用範囲，材籾，品種及び等級，寸法及

び箱入枚数，形状，品質，試験及び検査，包装. 標示が

詳しく規定されているから，いちいちこれらの事項につ

いて説明する必要もないのでここでは省略した。

一般ガラスに対する建築家の質問

建築家から平素良く問われる質問の内から気がついた

事項について答えて参考に供したいと思う。

現在旭硝子社の牧山，尼崎，総見 3 工場と日本板硝子

社の若松，四日市，舞鶴 3 工場( ア ー ト写真6参照) でこ

れらの板ガラス製品が製造されているが，普遜板ガラス



を除く型板ガラス，磨板ガラス，網入ガラスは旭硝子の鶴

見工場と日本板硝子の鶴自工場のみがこの特殊製品を製

造している。その他の 4 工場は普通板ガラスを製造して

し、る。旭硝子の普通板カヲスはアルコール式製板法と称

する縦引法で除冷時聞が短い。日本板硝子の普通板ガラ

スはコノレパージ弐製板法と秘する検引法で除冷時聞が長

い。この製法の特徴が板の面に少しく現われているが，

突用にはほとんど差異を認めることは困難であるが，ガ

ラスを切るとき切り難いと切り易いの違いがあって見分

けることができる。それよりも建築家に心得えて頂きた

いことは板の製造の際の引上方向に対して良く注意して

頂き同じ引上方向にそろえて蝦込んで頂きたL 、。 良 くピ

J レの外面などに巌込んだ板がこの方向を考慮せずに交錯

して入れられているために外国の光の反射が入りまじっ

て異質のガラスが桜込まれたかのように苦情をきくこと

があるが，良く調べて見るとこの様な桜込時の不注意に

よる場合が多い。

第 Ｒｾ 受 板ガラス許容厚さと最大寸法

ロロロ 種|許容院同|
最 大 寸 法

吋 曲 尺 ( 寸)

1. 7 - 2. 1  47x36 39.  40x  30. 18 

3m/ r亨 2. 7- 3. 2 72X48 60.  35x  40.  23 

l 普通板 5 m/ m
4. 7 - 5. 3 96x  72 80目 47X60. 35

5. 7- 6. 3 96X 72  80.  47x  60.  35 

薄 型 1. 9- 2. 5 47x 36 39.  40x  30. 18 

3. 6- 4.3  90X48 75. 44 x  40.  23 

縞 板 4. 6- 5. 3 90X48 75.  44 x  40.  23 

総 板 6. 2- 7. 4 9OX 48 75.  44x  40.  2沼

網 入1-;-;- 6. 2- 7. 4  90x48 75.  44 x  40.  23 

6. 2 - 7. 4  9OX48 75.  44 x  40.  23 

2. 6- 3. 5 9Ox 52  75.  44x43. 57 

1

4 m

/

m 3. 6- 4. 5  9Ox 52 75.  44x  43. 57 

5 m/ m 4. 6 - 5. 5  ωX 5 2  75.  44x  43.  57 

5. 6- 6. 5 9OX 52  75. 44x  43.  57 

8 m/ m 7. 1- 9.0  120x 96  100.  58x  80.  47 

j1 0 m/ m 
9. 1- 11. 0 120x 96 100.  58x 80. 47 

11 2 m/ m !  11. 1- 13・0
120x  96 100.  58x  80.  47 

:1 5 m/ m I  14 ト 16. 0
12Ox 96 100.  58x  80. 47 

第 3 表 板ガラスの明るさ比較

i4411ul I L 

次に現在製造の際の最大寸法と購入の際の受注寸法に

対する認識を充分もって頂いて設計して頂さたいことで

ある。 この不足のための設計の変更や切損によるロスを

除くようにして頂きたい。勿論まとまった数量に対して

は特寸物の製造に応ずる場合があるが，相互に不便な場

合が多い。

板ガラスの種別による許容厚さと最大寸法を第 2表を

示した。

板ガラスの可視光線に対する透過率( 閉るさ%) につ

いても遅々質問を受けるが，これを第 3 表に示した。

有機ガラスは完全磨上当初は閉るさは91% であって，

板ガラスの普通板透明並厚とほとんど変りがないが，使

用中に表面の磨疲がついて次第に明るさが減じて行くこ

とは良く知られている。表面硬化が成功せざ る限り板ガ

ラスよりこの欠点が致命的である。

型板ガラスは普通板ガラスと違ってロ{ ノレアウト式製

板法で製造されている。その図柄健機は非常にモダ・ γ で

美麗である。薄型板には〆イヤ，梨地，色紙等，厚型板に

はダイヤ，梨地， 色紙，石目，銀モーノレ等の図柄模様が

ある。 この外にそ { ノレと称する型板が販売されている。

これは普通の型板の ようなロ{ ノレアウト式によらずコー

ルパ γ 式製板法による普通板製板法と同様の方法で工夫

改良されて製造されたもので， 日本板硝子の若松工場の

みで製造される独特の製品で為ったが，誌丘旭硝子から

も製造されるようになった。

綿入ガラスには防火建築用として市街地では規定され

ている。また盗難防止用として銀行， 倉庫，工場用とし

ても使用されている。縞，際， Zラフ網入が最も使用され

ているが，これ等はキ y コー形の金網が入っている。ラ‘

フ網入とは両国火造のままのものである。外国では線人

り叉は電気熔援の F ロスした金網の入ったものが市販さ

れているが，我国では後者は未だ製造されていなし、。

磨板ガラス l主戦時中( 土軍用航空機の風防ガラスに使用

されたため，民需にはほとんど出廻らなかったが，最近

ではその生産量も憎加して高級建築物及び家具用として

盛んに使用されてきたっ現代建築と して益々使用されて

いくであろう。従来の連続角テ{ プノレ式磨板製造機で、は

3， 4， 5， 6， 8na/naまでの厚みで最大寸法90 x 52吋のも

のが製造されるにすぎなかったが， 日本板硝子の舞鶴工

場ではアー ト写真 5 に示すような大型磨板ガラス製造機

を最近設置 して製造を開始した。こ の設備によ って製造

される大型磨板ガラスは厚さ8，10，12，15na/naで最大寸

法120x 96吋のものが始めて国産化された。従来輸入を仰

いだピル用の大型磨ガラスが安価に製造されるようにな

ったので，今後建設される大ピルデイシ グに盛んに使用

されて行 くであろう。磨ガラスの用途としてはこの外に

ショウウイシ ドー等の曲Iデガラスがある。その優美な曲

線美と新鮮な感覚は板ガ ラスの特徴を遺憾な く発簿して
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いる。、ニの曲けガラスは るが，品種別の強さを比較して見ると 30 x30 c mの寸法

￭ｲｾ＠ 3 閃 曲げガラス形状

と最大寸法

.  _  q6・ーー

_-_::ニー-・・・・・・・・ーと-

ｾ＠ .. ｾ＠ I Z- 司、白ζ ・v

/1' " 士守三 '  

，ニーｾ同町・・Ｎ｣、、

s ψ ; r  I仁、、

裂にのせて包気炉内で軟

化して曲げたもので，こ

れは加工業者が素板を製

造業者から購入して加工

としてい るC その幽けげ，の

形と最大寸寸- 法は外国てで、:.，

第 3 図に示すj通盈 りである

が，我国でもこれに近い

ものが製造されているe

磨ガラスの製造技術 も戦

後絡段の進歩を遂げたの

で，その面も良くなり鉄

分も少〈青味がな くなっ

たのでピノレギ! / トシ社

( 英〉やサ y ゴパシ社(仏〉

からわざわさ、輸入する必

要はも早ゃな くなった。

よく風速及び風圧に耐

える安全な大さに対する

質問を受けるが， 普通板

ガラスの透明品に対して

は厚さとの間に第 4 表の

試験結果があるC かなり

強いものである事がわか

買14表 普-通板ガラスの厚さと風圧に

対する安全な大さとの関係

I  ｾ＠ _  I  __ .  _.  1: 板ガ ラスの厚 さと 安全な大さ ( cm)

胤 述 l 風 圧 | 安 全 率 |

同 /町 I(同 刷 I 1
2m

/
m 

1 3 m/ m 1
5m

/
m 

1 州 m

24 I  75 ｉｾｼ 叫
5  1  6ω9x ω叫|卜1附 1  初|臼印4 X叫4岨 似6臼× 凶

ｉｾ＠ |  削…叫吋叫乃司咋ψlトド1口叩山一1口山山山叫7 x l山x川 刈1口1

5 1  58 x  5 8 1 ωx叫13 x 吋125x125

ｉｾ＠ |  吋 ∞伽x川1伽 14必い3

5  1 切 x501 72 x 中∞×叫 10x 凶

ｉｾ＠ |  似山…川6臼刊11 吋恥川…叫叫叫1凶叫叫吋m判沖仲;〉〉1u3鉛2

5 1  45X451 63x吋 90 X 90:1∞x l 叫

第 5 表 各種板ガラスの風圧強度

nn  u  滋

j事 さ

| 風 g圧/ cm強2健
( mm)  

並 ft 透 明 1. 8  199 

3  m /m "  2. 8 294 

5  m / m "  
4. 9  621 

故 以 摺 | 1. 7  178 

京事 雪( y イ ヤ 2. 4 155  

1"1- 型
， 

4. 3 411 

納 入 型 板 6. 6 484 
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のものにエ ャー コγ プレサーで毎秒6- - 7 mmの水銀柱と

風圧を加えて試験した結果の一例を第 5 表に示 した。 一

般に透明品に比して抱ガラス ，型板ガラス，磨ガ ラス及

び網入ガラスは綿々弱いが合セガラスは梢々強く，強化

ガラスは数倍強い事が知られているe しかし網入ガラス

は破損しても原形を保っているのが特徴である。板ガラ

スの防音，防署ー及び防寒性についても最近関心がもたれ

ているが，これについてはあとで述べる事にしたの

特殊用途のガラス製品

建築用の特殊用途のガ ラス製品として最も重要な もの

に強化ガラス，合せガラス，ガラス繊維，ガラ スブロ y

グがある。

強化ガラスはセキ ュリy トとも称せらるるが，ヌf ラス

が破れ易い性質を改良して比較的強いガラスにし，たと

え破れても破片が粒状に破けて怪我しないように工夫さ

れている。ガラスを高温軟化状態から急冷して製造 され

たもので，両国焼入され，際板ガラスが多い。板ガラ ス

との強さを比較したものが第 6 表である。

第 6 表 強化と普通板ガラスの比較

l w強化板ガラス | げ 普 通 板ガラ見

町 民 ( 平 刷協 /i n2 1  仰 O_0 _ 1_ _  6竺 -

耐 熱 度 問 I  4∞ 1  100 

衝 撃 強 度

21b鋼球を浴 して破れない認さ 平均44' 平均 V  

l l l b を落して破れない高 さ "  120" "  32"  

このように強いガラスであるので最近野球の パ y グネ

y トに張られるような樹詰な例もあるが，近代建築には

ガラ ス ・ドヲア{ として普及されてきた。現在我国でも

アート 写真 4 に示すように新しいピソレやデパートに多く

使用されて来たが，これ等の製品は目下は全く 輸入品で

その寸法は標準として次のものがある。

29弘" x  83%"  35%"  x  831}{. "  4Wc" x  83Wo" 

30" X  84'1 36" X  84f1  42ρ x84"  

合せガラスは安全ガラスとも称せられている。現在自

動車用の窓ガラスとして使用される場合が多 く， 2枚の

板ガラスに可塑性の中間膜をはさんで接着したもので.

中間膜も戦前は酷酸繊維素系のものが使用されたが，現

在はグ ィニーノレ，プチラール樹脂を中間膜として使用さ

れているため透明度及び接着性が良い。これらの中間膜

はう! と国のデユポシ，モ γ サγ ト，ダ・ウ社の輸入品が多く

未だ国産品は使用されていなし、e

自動車用の窓ガラス用としてはJ I SR 305 (昭和28年11

月制定) があって品種及び等級，寸法，品質，試験及び

検査，標示が規定されている。 普通板合せガ ラスと謄板



断 熱 板 各 種
断熱筒( パ イプカヴアリング)

エアークリーブー シルヴ ーマアト

ｾ生 図 ガラス繊維の用途

1  厚 Ｓ の ｊ 午容 ｩｾ ( m m)  

品 随 | 厚 . 3 1 - - - - -， 

I  ｾ＠ ｉｴｾ 雌竺竺三ｼ 勝竺 竺 ｴｦＷ こ

I  4  m/m 合 せ I  4. 2 1- :1: 主4 [_--= 

5  m /m 1 i 寸予て仁日己 一一二 -

1  6 mよτ 三一I 6. 3  J  土 0. 6 I  土 0. 6

第 7 表 合せガラスの品種のんLさの許容差

合せガラスの 2 騒があ り，その品極と厚さの許容差を第

7 表に示した。第 7 表は平面合せガラスで，曲げ合せガ

7 スには規定がなく当事者間の協定によっているc 等 級

も普通板ガ ラス のみにA 級品， B級品の 2 極があるが.

降板合せガ ラス は設けてなし、。

現在 ｦｾ 硝子と帝国化工両社で製造されているが，日本

板硝子舞鶴工場で近く製造すべく準備中である C

ガラス繊維の建築材斜としての用途は断存在板，駁音. j ; f ，

f向状 ブイノレタ ー， エヤグリナー， シノレパ{ マ y ト等で，

第 8 表 ブi ・ラス繊維の断熱効果

ロロ同 名 | 厚 さ ( mm)
if{ さ ( kg/ m3)

f ラス 繊維 |  10 105 

持 A  
20 531 

噌スベ ;;1.ト 35 
575 

何れも長繊維，合アルカリ質のものが多い。 ( 第 4 図)

日本硝子繊維，バラマウント両社で主として製造されて

いる。断線材としては断黙板と断熱筒がある。断黙板は

ガラス繊維の積関物を所定の寸法に裁断して防湿紙で包

装 したもの，両国をメタルラスで挟んだもの，接着剤で固

めたもの等があって，温度100
0

C の場合の同一断裂効果

を得る所要の厚さと重 さの比較を第 8 表に示した。

防音性が優秀で煉瓦の 20倍， プェノレトの1 . 5倍に相当

し不燃性，耐熱性，耐風化性があるので録音及び放送用

のスタ ジオ，電話交換室，タイプ室. 工場の防音第に適

した建築材料である。

渦状 ブイノレタ ー又はエヤグリナーは空気抵抗が少くピ

ノレ，デバート，劇場，ホテノレの冷暖房換気装置，痢免直接

富手工甥の空気消惨機用として最近広く使用されてきた。

シノレパーマ y トは米国では早くからアスプ アルト防水材

の芯地として主主んに使用されていたが，アスフ アノレ トを

賀 ｾＹ 表 シノレパ ーマットの寸法 ，J! 手さと重

法 (m) I  厚 さ ( mm) 重 量 ( kg)

1  X  30 0. 3 1目 5

1  x  45 0. 3 2. 3  

1  x  65 0. 3 3. 0 

21 



厚く塗布したグラスル戸フィシグとして最近使用されて

いる。和風建築のガラス戸にこれをサシド ウイァチ状に

挟んで使用すると高級な和紙の風雅な味がでるので今後

利用されるであろう。このシノレパ{ マ y トの寸法，厚さ

及び重量の関係は第 9 表に示 した。

.. j i ラス ・プロァグは 2 つの椀状のものを凹部を向い合

せて高温でとかして周辺を結合し，内部を% 気圧の低湿

空気を封入 した空洞ガ ラスで，透明なもの，半透明なも

の，型模様のあるものもある。( ア ート 写真 2 参照〉内

部プリズムをつくり ，入射光線に方向性をあたえるもの，

光を一様に拡散させるもの等がある。その索現遮断性は 1

枚のガラスの約メすなわち二重ガラス と同程度である。

その標準寸法には20x 20 x 9 c m， 18 x  18 x  9 c m等があっ

て 鮒子や劇場の壁材料として 菅から広〈利用されてし 、

る。 デ ァキグラス もガラ ス製品で舗道叉は ドライエリヤ

から地下室えの採光に使用されている。角型と円型とが

あり上面はとり止めのため粗面に下面は プ リズム状とし

たガラス・プロ y グである。

将来の建築用のガラス製品

将来の建築用ガラス製品として最近注目されているも

のに断線遮音多重ガラ ス，黄金色ガラス，黙線段l反ガラ

第 5 図 断熱遮音多翠ガラス( サ{ モペ γ 〉

ス，後光ガラス等がある。

断熱遮音多重ガラス として最も有名なものは米国の リ

ピー・オーエシス・フオ{ ド社のサーモペシがある。第

5 図に示したように 2 枚叉は 3枚のガラスを合せて造っ

たもので，空気を密封した周辺は金属とガラスを接着し

て造つである。笠宮1 ¥J 畜の内部は沼海で乾燥状態にある。

このガラスは次の利点が挙げられる。

1) 断線性が大きいから冷暖房用設備のある建築物で

は動力費及び設備設が大巾に節約できる。例えば室内混

第10表 サ ー モ ペ γ の断熱性

l

i

l

i
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サ
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枚
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熱貫流係数U

}fi" 1. 16 

う4" 1. 15 

}fi" 空気層 Ji " 0. 65 

ｾＢ＠ "  Y，" 0. 58 

"  ｾ￭ＮＢ＠ 0. 49 
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第11表 サ{ モペ γ の相対湿度

eロロ
種 R H  ＨｾＶＩ＠

も'1" Jrl. 1 枚 ガ ラ ス 33 

空ス腎 ｾｉＮ 2  lfr サ ー モ ベ ン 58 

Y，"  62 

一 一 一 一

ろ，ｾ ｏＧ
68 

度70' F ，自然対流，戸外温度10
0

F ，風速15mph の条件

の断黙効果を第10表に示したが 1枚ガラスに比して黙

貫流係数は約Hで，20c mの厚さのコジグリ ー ト壁と問

機の効果がある。それ故に然損失が約ズですむから窓面

積を 2 倍に拡げる事が出来るのでー快適な部屋となる。

2) 水蒸気で曇 らない。例えば，室内温度 70
0

F ， 戸

外温度30' F のと きの水分が凝縮 し始める。 室内の相対

湿度 R Hを第11表に示した。

室内側のガラス面の水分焼絡を少く 出来るので，視野

を防げる事がないので家庭，学校，病院等の建物に有効

で為る。また水滴による窓庭，敷居，壁，床を恵くす る

事が少くなる。

3) 遮音性が大である。雑音は神経を. l P1J 載し，能率を

低下させ る原因となる。ガラスの厚さ弘ρ，空気層弘Hの

二重サ ーモペ γ は 12ら- 2，000 サイグノレ j sec の範囲の音

の減衰(133デシベノレであると云われる。人間は50デシペ

ル( 静かな市街〉以上の騒音は事務能率を著しく減少す

るが， 70デシペルの騒音がうずまく市街地でもこの種サ

{ モベ γ を入れると遮音する事が出来て事務能率を向よ

出来るか ら，市街建物の窓ガ ラスとして将来急速に普及

されるであろう。日本板硝子社はリピー社と技術提携し

て匡彦化する予定となったので、近く製品が市販されるで

あろうう

黄金色ガラス とはセリウムとチタニウムを適当な割合

に加えて熔融したガラスで，美しい賞金色を呈している。

紫外線を99. 8. %まで駁収するので円当りの強いショウウ

イ γ ドに用いられている。繊維品など徳色を防げるので

欧米では広〈使用されている。

熱線吸収ガラスと はガラスに鉄，ニ y ケノレ， グロ { ム

等の入ったガラスで薄い育緑色を呈 してい る。米国でア

グロガラス， ソ { レ y グスまたは E. Z.  E y e と祢する商

名のガラスはこの種のガラスで 55.%の穀琉泉を暖収する

ので米国では砂漠を横断する汽車ーの窓や広くパスの窓に

使用されている。最近我国でも高級自動車の窓にこの種

のガラスが入ったものを良く見かけるようになったが，

将来西日を受けるピノレ宇佐完の窓に入れて暑さを防ぐよ

うになるであろう。

鐙光ガラスはニ ューヨー タのシノレパニア電気会社で研

究されバネライトと弥する商名で販売されている。将来

建築物の天井その他に面光源の我々の ｾｴ を実現するもの

として期待されているが，現在(主第 6 図に示したような



第 6 図 発 光 文字量生

第 T 図 書ｾｊＧ￭Ｚガラスの構造

電気消費の非常に少ない発光文字盤，階段の照明板，ス

イ y チ皇室等に利用されだしている。

このガラスの構造は第 7 図に示すような室長光誘電体を

金属とガラスの聞に入れた一種の発光コ γ デ γ サーで，

これに交流電流を通ずるとガラスを通して美しい室長光を

発しガラス全面が発光して見える。 1l 0 V，60 サイグ J レ

の普通の交流電流を通ずると発光するが，照明度の高い

ものを要求する場合はごく小さいスライ〆 y グで電圧を

40恥 500V に上げることによって明るさを20倍にするこ

とが出来る。ガラスは白，賞金色，淡青色等種々のもの

が使用出来るが，現在市場で得られるものは淡音色の普

通の板ガラスである。

このガラスの寿命は 1 - 5年といわれているが，関るさ

はそれ程でもないが，照明技術者，建築家の多年の懸案

の面光源の出現で，劇場，レストラ γ ，γ ョウウインド{

等の照明に将来進出するであろう。

現代建築とガラスの使用例

以上の様に現代建築に使用されるガラスの種類は益々

多くなって行き ，用途に応じて科学的に利用されてきた。

今日でも田舎の農家ではガラスの窓のない戸障子の家が

見られるが，都会地の住宅は戦災復興を機会にガラスの

使用面積が鉱って きた。 しかし美 しい自然に固まれた我

国ではこの風致を室内に取り 人れ る生活環境に改造して

いかなければならない。この傾向の尖端を切ったものが

都会地の新築 ピルである。

建築工業経営研究会の調査によると標準建築費中に占

むる板ガラスの材桝裂の比率は第12表である。

第12表 標準建築費中に占むるガラス材料費

標 単 施 策 | 延 坪 ( 坪 ) I 板 ガ ラ ス 材 料 貸 比 率 附

鉄 筋 造 ピ ル I . 1・061 I  1 16  

I  . 悶 |一一二三

鉄 筋 進 学 校 | 悶 I  1. 43 

木 造 学 校 | ω 8  I  1. 79  

木 造 中 流 住 宅 I 18. 7 I  1. 55 

木 造 際 民 住 宅 I 10. 5 I  1. 97  

{ 昭和27年 6 月皮)

このように板ガラス材料費の占むる比率は 1 - 2 ，%に

過ぎないが，当社が東京支庖を数年目iJ に新築した場合宣

伝もかねて思い切って板ガラスを使用して見たが 4.5，%

に過智なかったが，米国では 6 - 7 ，%は普通で多いもの.

は 9 - 1 0，% に達しているものもあると云われる。これは

高級な踏板ガラス等が豊富に使用されているためでらる

と考えられる。この面でも文化の絡段の相違がうかがえ

る。

板硝子協会が昭和28年11月調査発表した， 最近1. 2年

聞に竣工した東京都内の21ヶ所の主要ヒツレについて板ガ

ラス使用状況によると，品種別では普通板61. 9，%，型板

11. 9，%，磨板17. ，%，網入9. 0，%で構成されている。厚味

別では 3 弘普通板 51. 0，%， 6 ヲ; 隠板 15. 1，%， 5啄普通

板 10.5，%，厚型板8. 9，%のJI債になっている。坪当り使用

孟は 6ft
2
で，その最も多いものはガラス採用の新建築様

式で有名なリーダーズダイジェストが14f t2である。

これと対照するため本年 6 月当社が調査した関西13 ヶ

所の主要ピノレの板ガラス使用状況を第13表に示した。品

種別では普通板29. 3，%，型板3目 2，%，磨板8. 8，%，網入58

7，%で構成されている。厚 l沫別では網入57. 4，%， 3 弘普

通板19. Ｖ ＵＧｾ，＠ 5 弘労連板6. 4，%， 5  ' %，降板5. 4，%， 6  '%，磨

板3. 4，%の JI演になっている。 この様に網入が薪しく崎加

したのは第一生命ピノレ網入使用設が全体に影響したこと

にもよるが，耐火建築促進法の進展によるものである。

坪当り使用量は7ft
2

で，その最も多いものは第一生命ピ

ノレの16H2 で東京都の最も多いリーグーズダイジ ェスト

を凌いでいる。

む す び

現代建築として主要材料であるガラス製品について板

ガラスを中心として僻説して見たが，もちろん限られた

紙面に加うるに筆者ーの浅学のため充分にその全貌を伝え

得なかったことを遺憾に思っている。

しかし，ガラスに対する概念，建築用一般ガラス，特

殊ガラス及び将来のガラスに対して生産技術者の立場か

ら説明して見たが，その主観には建築家の立場から異論

もあるであろう。苔々は建築家の要望に応えて，最新の

技術を練磨して製造に従事し，品質のI屯上と 価格低下に

努力して行き たいと考えているので一層の御教示と御援

助をお願い しておき たい。

( 筆者 日本板硝子生産部研究課長理博〉
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第 13 表

強 策 名 | 延

第 一 生 命 ピ ル

{ 坪)

9007. 00 

ピ ノ レ 悠 築 川 板 ブf ラ ス 1 J E 川 状 況 訓

( 昭和29年 6 月日本板硝子思)

2 m/Z L m / 3 1 もmf z i厚 型 ! L m / 2 17 司7 て/5m/ ml i f  I  6 m/ m )d I  ｾ 石 ｼ合計Ａ蹴ｼ ｾＺ＠

( c/s)  ( ，，/s) Cc/s) ， ( c/ s )  I  cr ド) /

I  '" I  デアキグラス 500例

1420. 37 I  16 I  

(cis) I一一一- ( : (s)

8. 90 I  0. 60 

( c/s)  ( c/ s) ( c/s)  ( c/ s)  (.:/ s)  

1. 15 1. 65 1356. 08 51. 99 

一 一一 一 一 一 一 一 一 一
産 業 会 館 ピ ル 7056. 30 5. 90 I  114. 75 83. 10 1. 40 57. 05 8. 10 270. 3 I  4  I  デアキ Y ラス 964仰

新 F哩 判t ビ ル 5787. 20 0. 97 15. 70 6. 30 52 110. 70 30. 20 215. 87 I  4  I  j [ ラスプロ" / ｾ Ｑ ＶＸＳ 例

!  一 一一一 一 一 一l一 一 一 一 一 一住 友 銀 行

備 後 町 支 応

2876. 20 60 42. 70 3. 80 4. 20 1. 18 2. 80 1. 34 I  116. 02 I  4  I  ガラスプロッタ 6650例

口 約 実 業 ピ ル

神 戸 銀 行

大 阪 支 応

で7! 三l子! 二二l二百三lヨーヨー子|二|工l

138. 63 

93. 16 

ガラス プロック 1044例

プリマムグラス 415例

デ ッ キ グ ラ ス 120似

ソプキ' / ? ス 180例

大隈 市 1巨 大 学

刻 化 学 研 究 所

川 崎 製 鉄 K. K.

3E合 工 崎 市 務 所

1378 

1078 

76. 11 0. 21 

48. 24 0. 27 

ｬ 丸紅本 ｊ 一つ ｾ Ｍｉ つ ｾｉ つニ ｾｉ つ ＺＭ［Ｍ Ｑτｊ

76. 32 I  6  

1. ) 4 0. 87 I  I  I  50. 52 I  5  

1. 06 0. 78 I  I  43. 61 I  5  

l  一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一日 口 火 災

大 阪 支 応

国情 江 ピ J レ

714  

665 

0. 15  13. 30 19. 50 13. 10 

一一 ーＡ っ二 ｾｉ つ引っ ｾｉ Ｍ

6. 40 3. 10 3. 36 .  58. ｾ Ｑ＠ 8  I  強化 j j ラス ｾｾ＠ Ｗｾ Ｚｾｾ＠
l i ' l 了プロ" / ｾ＠ 33.  8c/ s  

0. 24 0. 16 0. 81 46. 74 



「ア ン チ サ ン J 防 黙 硝 子 に 就 て

木 村

1. 0  

夫

最近街を歩いていると窓硝子の色が薄い緑色を し

た自動車をよく見掛けるが，之は所謂防熱ガラスと

称するもので，日光の直射に曝されても普通ガラ ス

の場合経熱くなく ，叉色が神説的な感じを持ってい

るので，外国では多方面に使用され日本だも最近建

築物の窓硝子に使用され始めている。

英国 P i 1l 王国 gt on 社の 「アシチサ γ 」ガラ スはこ

の硝子の} 極で，最近同社のパシブレ y ト及見本を

入手したので「アシチサ γ 」ガラスの熱及光の遊泊

について言| 筑を行い，同時に京都大学前回研究室に

測定をお願いした結果を御紹介することにしたη

喬

05 

キ

i

U
種

主

l C 
1. 5  10 

- → 波長 l μ }tw:Li，醜ムぷ線

第 1 図

地上に於ける太陽相射の波長別による分光強度分

布についてはその測定結果が藤原， 北原共事号「気象

光学J P. 21 に示されており，この最高の{ 直を 1. 0と

おき各波長の強度を表した曲線が第 1 図である η

第 Ｒ 図は弘か厚 「 アシチサ ｾ ｊ ガラスの波長別の

送j/ ! ，i 4- ¥曲線である。

次に各波長別の太陽阪射強度に波長別 「ア Y サ

シ」 ガラス透過率を乗ずれば 「アジチサシ」ガラス

の透過分光比強! 3 t を得，その! 出紋は第 3 図に示す如

くなる。

第 1 図の曲線の包む両容iをA とすれば， A は地上

に於ける太陽飼射の全強度であり 2 第 3 図の曲線の

包む同積を B とすれば， B は「アンチサシ」ガラス

の透過全強度を示す。 従って透過E容は B / A で・表わ

され，計1t結果は45% となるの

営通ガラスの透過は近明硝子厚3 mm屈折率1. 5の

li l'i 子について入射角 90
C

の場合，透過率は 88%とな

っている。

太陽栴射の要事j 立は，次ヨたで示される。

熱の透過に就て

太陽報射の分光比強度分布凶

太陽高度30。の場合 Washi ngt on

ｾ＠

Iu 

0. 5  

↑

J

透

過

率

。

一ーー..... 

2S 

f  : 嵐長両日射量

10 太陽常数

p 透過率

k 太陽高度

J = J "  p  si nh 

本主Il に於ては J oの健は年平均 1. 94 x  600 kcal/ 

m" h， P  は 0. 6 であるから，太陽高度 30
0

の場合は

J  =  1. 94 x  600 x  O. 6  O. 5  

従って透過を静品で表わせば，

普通ガラ ス 420 x  O. 88=370 kc al/ m
2
h  

「ア γ チサ γ 」ガ ラス 420 x  O. 45= 190 kcal/ m" h  

普通ガラスの透過を 1. 0 とすれば 「ア シチサ γ 」

=  420 kcal/ m 2h 
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第 3 図 「ア γ チサ γ 」ガラス透過分光比強度分布図

太陽高度30" の場合



ガラスは0. 51となる。. E! Dち普通ガラスの約半分 し

か透過 しな いと云う事が出来る。
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一一+ 波長[ メ. d

標準比視感度幽線第 生図

1.0 

.4 

lO 

0.5 

b  

一一→ 埠長 lμ 。

太陽縮射及「アンチサシ」ガラス透過分光比

強度分布図

0.5 

.4. 

「参考」 防毒事、ガラスは別名都議駁収ガラスと

も云われ，黙の透過は前述の如く普通ガラスの約

半分であ るが，残部の熱の大部分は段収するので ↑  

あり ，従って駁収された熱の行方が問題となって s  

来る。普通透明ガラスの反射及酬については硝 品

子厚3 mm局折率1. 5入射角的。の場合反射率0. 08， 威

ｅ 史収率 ＰＮＰＴ で＿あり，ｾ収については殆んど問題と 度

ならない。殴収熱の伝癒については種々の問題が

あるのであるが，極く大雑把に考えて「アシチサ

γ 」ガラスの反射率は普通ガラスの反射率と同

じく ＰＮＰＴ とすれば ， ｾ収率は ＰＮＴＱ となり，太陽高度

30

0

の場合 170kcal/m
2
h とな る。ガラスの内函黙

伝達率を 10 kc al/m
2
h，外国熱伝達率を 20kc al/

ｭ Ｒ ｨ とすれば ， ｾ収さ れ た黙は外面部分に多く

存在し，内面部分に少いから，大路内側へ 5 ，外

側へ20の割合で放出される と考えられる。即ち，

ロOx 会= 3 4 k叫 / m
2
h

20 

170x
25

=136k回l / m
2
h

内側へ放出される熱は透過 と同じ給果となるか

ら透過熱量 と合算すれば，

190+36= 226 k 回l /m
2
h

普通ガラスについて同犠の言f匁を行えば，内側

へ放出され る黙& は 4 k ω l/m
2
h となり，

370+4= 374 kc al/m
2
h  

従ってこの値について普通ガラスを 1. 0 とすれ

ｾｦ＠ rアシチサシ」ガラスは0. 60となる。 UDち「ア

シチサン」カ' ラスは普通ガラスに比して約 6 劉し

か太陽熱を通さないと云うことになる。

内側へ

T

l

H

U

強

度

外側へ

第 5 図

1. 0  

↑  

空×強

定度 05

光の透過に就て

各 金 制Uの糊エネルギーの中光として目にう

つるものは 0.4μ - 0.7μ でらり，各波長によって

その強さが異1Fいる。この強さを示す曲線とし

て比視感度曲線と云うものが与えられている

が， 555μμ に於て最大の値を もち，之を 1. 0 とし

て各波長について視感度の比で表わされて居り，

第 4 図に示す如くで・ある。

太陽稿射の波長別分光強度及「ア γ チサ γ 」ガ

ラス波長別透過強度を O. い 0.7μ について拡大し

たものを第 5 図に示す。

7  .6  

一→f . . 長( μ )

太陽報射及「アンチサン」ガラス透過分光比強

度 x 比視感度曲線

.5 
A  

第 6 図

次に，各波長別の太陽穏射比強度に比視感度を

乗じたもの及「アシチサシ」ガラスの透過比強度

に比視感度を乗じたものが第 6 図に示す幽線とし

て得られる。
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第 6 図に於て，太陽幅射の幽線の 包む凶積を C とすれ 日射透過率( 平均〉

ば， Cは池上に於げ る太陽の光の強さを示す。 叉 「アン 「アγ チサ Y J ガラス ( ろV 厚) 4 2 % 

チサ γ 」ガラスの透過の曲線の包む面積を D とすれば，

D は 「アシチサシ」ガラスの透過する光の強さを示し，

従って透過率は D/ C で表わされ，計J t 結果は79%とな

る。

普通透明 j J ラスの光の透過率l主9 0 %で整透過をなし，

叉摺ガ ラスの透過芸評は ＸＰ ｾｾ で誌敬透過である 。 従って

「アシチサシ」カラスの透過率は挺硝子程度であり，整

透過をすると云える τ

筒， rアン チサ Y J j f ラスの薄い緑の色はガラ ス中 に

含まれ る欽及コパノレトによるものであり，波長別透過率

図 ( 第 2 図) に於て凡られる如く緑色附近の波長は良 く

透過し，赤色附近で透過が滋少している。

測定の結果

京都大学前回研究室の測定結果を次に示すc

測 定 日 時 昭 和29年 7 月 1 R  自午前11時50分歪正午

.f，! Oち，太陽高度77
0

03'の場合となる。測定は硝子を太陽

光線は直角においてなされた。筒参考の為普通ガラスに

ついて も同時に測定が行われた。結果は次の如 くである。

普通ガラス正一分 (2. 9 mm厚) 8 4 % 

次に，光線透過率の測定は光源として110ボルト 1∞ヶ

アトの艶消し電球を使用 して行われた。結果は次の如く

である。

透過率

「アシチサシ」ガラス ( : WI 厚) 72. 4% 

普通ガラス正一分 (2. 9m m厚) 93. 6% 

以上の結果計算値と突i 1 I ! 胞とを比較 してみる と，日 射

の透過について計算値は45%であり突測直は42%である

から大路合致した結果となっている。 筒 3 %の誤差は

太陽高度の相異によるものである。光線の透過について

は，計ヨ1値と 突測値に約 7 %の誤差があるが， 之は光源

の将兵している関係で，従って突測植は参考に止るもの

と考えられる。筒こ の研究に当り御指導下さった京都大

学前回数授及御援助下さった前回研究室の方々並びに理

解をもって御援助下さった大阪建築事務所の方々に厚く

感謝する次第である。

瞥 ) 1) 坂静雄: 建築士 コース D.  164 

2) 向 上 . 同 上 D. 168 

( 筆者 大阪主主築家務所所貝〉

大阪地盤研究室の開放 財団法人京大防災研究協会の活動のーっ として， 村山朔郎( 京大土木) ，森田紀元 (大阪

市大土木〉岩津潤 (大阪市大地質) ，横尾義武 (京大建築) 及びその研究室の諸氏の協動によって本町 2 丁目日建設

計工務分室内に大阪地盤研究室が開設され 5 月1 日から活動してし・る。その目的とするところは信頼するに足る ポ {

リング・デ { タを基礎 として大阪地盤の地質構成，性状を近代土質力学の立場から究閉しようとするもので，来年度中

にはその成果をとりまとめる予定。

建築学会近畿支部鉄枠委員会 坂静雄博土を委員長とし，本年 2 月より数回の会合を重ね，今後新しいコ γ グリー

ト工法のーっとして注 目される鉄枠について形状，維持，応用等につき検討されている 。

P S周様鍋小委員会 阿木M斜試験協会高強力鋼委員会〔委員長小西一郎 ( 京大土木) ) の小委員会 〔委員長僚尾 義

貨 ( 京大建築) ) として‘ 現在まだわが国で用いられていない P S コY グリート用棒鋼の研究を行い， 神戸製鋼，住

友電線等の協力により試作の段階に入ってお り，その発展は従来の新工法として注目される。
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夏 季 の 戸 外 風 速 ・ 風 向 に つ い て

建築物の自然侠気 ・通風に関する研究は大別すると 2

つの分野がある と考えられる。その一つは室内の問題で

あり，戸外風速 ・風向を一定として各種の関口 ，通気経

路の組合せにせる通風量，あるいは室内の風速分布を求

める問題である。勿論この場合，戸外風速 ・風向の条件

を変えても，あるいは週期的に，更に非週期的に変動す

る条件の下にも問題が解決されねばならないが，これは

まず3 台んど手がつけられていない。第 2 の問題は地威的

. 季節的 ・時間的に変動する戸外風速の笑態をl .ml可に把

握するか とし、う問題である。第 1 の研究を発展させるた

めにも同時に研究されねばならぬ分野でゐり ，風速 ・風

向 ・風の息等を建築的寸法，使用状態，生理的関係など

の関連にもとづいて検討せねばならなし、。従って通風，

換気が望ましくないというような場合をチ ェツグする必

要 ｴｾｬＩ 舗による机 上 の繊の散乱闘時の風速 ・

風向 j 更に暖冷爵負荷に関連する infi l trati on により烈

損失，あるいは外壁面での伝都足率も戸外風の実態を明

かにすることによって正確な値をとることが出来るの

戸外風に関 して我々の持っているデ{ タはまだ極めて

貧弱である。それは青L t L の大きさや渦動拡散{ 系数の笑態

だけではなしに通常測定せられている風速 ・風向の実態

すら明かでな L 、。 風速 ・風向が地形 ・構造物の影響によ

り変化することは更に問題を複雑にするがすべてこのよ

うな問題は通風 ・換気という目的に適合した統計的な処

理を行うことによって比較的簡単に把握することが出来

るつ

我々が利用しうる風速 ・風向のデ{ タは気象台 ・測候

所において観測されたものであるが，公表せられるデー

タは上記の目的に対してどの程度の指針になるであろう

かの現在公刊せ られるデ{ タとして最も詳 しいものは全

国80 stati on の毎日の平均風速及び平均風向を載せてあ

る「気象月報」であるがこれでは時間的変動が分らない

ので不充分である。理科年表その他建築計画原論の苔物

などに記載せられるデー タは更にこれより粗くせいぜい

毎月の平均風速，最多風向であり，建築設計資料集成に

は数都市の各時亥I j 平均風速 ・風向が図示されているが各

時刻別であっても一年間のものであり，季節的な変動は

平均されてし ま う。特に風向の平均はその風向値を生ず

る!m度が最も少ないような場合を示すことがある( 例え

: 王建築工学ポケ ッ トブ' ; 1 9 にある平均風向によれば京都

(;t.7月 S20E，8月S 77E ｾ ｓＲＰｅ とは南から東へ ＲＰ
Ｐ
傾いた

方向から風が吹いてくることを示す》であるが，突際、に

京都(t 5 - E の聞の風は極く少なく ，これは恩間 ssらー

34 
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Sが卓越し夜間] NE- - E NE が卓越する結果. その平均値

として らーE の聞にくるもので， ーこのようなデータてと利

用することは全く意味がないばかりでなく，かえって間

違って受取られる危険がある。〉また最多風向についても

この風向の風速は必ずしも他の風向のそれより大である

とはかぎらず，通風のためには第 2 叉! ! 第 3 の最多風向

風が有効な場合も少くなし、。( 例を同じく京都にとると

7 月の最多風向はS， 8 月はNE である《理科年表昭27))

これは 7 月では S か N E よりやや上狙ったのでゐり 8

月はその逆であるつ N E の風は風速弱く夜間に主主魁し，

S (主風速大で尽間卓越する。)

風速についても我々が実感する) ! i l ¥は→えきしては止

み，やんではー吹きする所謂風の息として知られている

もので，多くは数10秒~数分の間の似合したi画期を最も

強く感ずるものである( 首振扇風機は週初の低討の風の

息に似かよっている。〉 従ってロビンソ γ 風速言| で得ら

れた 10分間の平均風速はそれ自体，我々の感ずる広砲と

はやや. 違ったものである( 瞬間最大風速は平均風速の

1. 51町立になることが多い〉。それらの値を何十回，何百

図と平均したものが何を意味するかという ι と に な る

と，まづ本の頁数を砲していること以外にとりえはなさ

そうである勺

ここにあげようとする資料は以上のような無意味さを

除くため風速 ・風向とも頒度分布を各時表I j 毎にとること

にしたっ基礎資紛は各気象台の原簿により過去 3 ヶ年の

7 ， 8 月の毎時の値をとることにより夏季の風向 ・風速

を代表せしめた3 原簿に記入せられた風速値( 主大体 0. 2

m/sec 間隔でゐり，且つ 0. 4m/sec 以下のl誌については

風向を示さず静穏 ( c ) で表示される p まずj見室について

はこれらの値を (0，0. 2， 0. 4)  ( 0. 7， 0. 9， 1. 1) の如く

三つ毎に 1 クル ープとし全体で十数個の階級にクループ

分けをしこれを横軸にとり，縦軸に目玉: ! J ，( 及び頒度( 度

数は各時刻毎に合計 186) をとった風速分布曲線 f突際

には折線) を描いた。この曲線は各時刻毎にえられるが

代表的なものとして 3時間毎の曲線を図示 し た t 図 ー

1)  

京都の風速は図から分るように，その分布曲線の変修

[ 主近似的に指数型→対数正規型4 正規型- . 対数正規干t!! →

指数型の繰返しを 1 日の中に行う 。 大阪でも同様である

が指数型が少くなり，且つ京都に比し，静穏の頻度が少

くなるヲ神戸では更に指数型は少くなり 6 時の曲線だけ

がどうやらこれに寓するとみられる。泌総の頻度も一層

減少している勺近似的に正規型になるのは三都市を通じ
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て15- 18hr であり， 風速の最大になるのは 15hr 前後て・

ｾる。Ｈこれは毎時の平均風速図 ＭＲ に よっても示され

る)0 15hr における最頻値は神戸で 5. 5 - 6. Om/ s，大阪

4. 4 - 4.  8m/ s，京都3. 8 - 4.  2m/ sで一般に風速は神戸〉大

阪〉京都である。大別して夜間 ( 20 - 24hr ，1- 7hr) と恩

間 (8 - 19hr) との区別は風向と同様に聞かで， 7 ， 8  

時をすぎると急に風速が憎し， 19， 20時 を境として静穏

になる。これは平均風速 ( 図- 2 ) をみてもよく分ると

ころで，夜半から朝までは殆んどブラ y トな線で示され

るが， 7 ， 8 時をすぎると急に上昇 し， 夕方からの下降

は朝にくらべてゆるやかな傾斜で除々に下り ，24時頃に

最初のブラ y トな線にもどる。

図- 2に示される各時亥IJ 毎の平均風速を生む個 の々風

速の分布が図- 1 の分布曲線で示されるわけで，その曲

線は各時刻毎に異なった分布を示すが各土地についても

また時間的にも共通な型を持っている。極く近似的に分

類するならば最顔値をもっ風速の range 毎に一つのタ

イフ・を考えることが出来る。三都市についてみれば次表

のようになる。

開 億 四nge I京 戸

。- 0. 4 m/ s 3，6，24hr 3，6，24 hr 6  hr 

0. 7-1.1  m/ s 9  hr 21 hr 

1. 3- 1. 7  m/s 21 hr 9  hr 3，24 hr 

2. 0-2. 4 m/s 12 hr 

2. 6-3. 0 m/s 18 hr 12 hr 9.21 hr 

3. 2-3. 6 m/s 

3. 8-4. 2 m/s 15  hr 18 hr 12 hr 

4.4- 4. 8 m/s 25 hr 18 hr 

5. 0-5. 4 m/s  

5. 5-6. 0 m/ s 15 hr 

体感瓶度に及ぼす効果をほぼ均等にするようグルーフ・

分けをすれば，簡単にひ- 0 . 4 m/s，0. 7- 1. 1m/ s， 1. 3 -

2. 4m/ s， 2. 6 - 4. 2m/ s， 4. 4 - 7.  2m/ s， 7. 3m/ s以上の

6種に range を分ければよい。( これは Yagl ouのE T 図

表 側 座 ・着衣》による，ETc b - i - 〕この range に

Y V  

よって描いた分布曲線を図- 3に示す。突用にはこの程

度の頻度分布を基礎にしてよいであろう 。

風向にについては16方位を横軸にとり，縦軸には問じ

く度数 ・頻度をプロ y トした風向分布幽紋をやぬり 3 時

間毎に代表せしめて描いたの( 図- 4) 大別すれば京都

における山谷風，大阪 ・神戸における海陸風の作用が支

配的で恩間と夜間は聞かにほぼ相互に反対の風向が卓越

する。 京都ではNEに一つの山をもった蘭線 (3，6， 24 

hr ) とE - E N及びS に 2 つの山をもった曲線の二種に大

別される。京都では南風も有効ではあるが東一北東風の

利用も，東西に関口ある建物や，夜間の使用に対しては

考慮。さ札てよし、。大阪で‘ は経験的に西風を通すように考

えられるが w- wswが尽問卓越し，夜間( 主 NEが卓越

する。神戸はやや性質を異に し; 夜間は E NE 及び W- N

W に 2 つの山をもち， A 聞は時刻の進むに従い最期値の

方位が東から西へと移ってゆくの ( 9 時一S E，12時一S，

15持- S S W，18時一S W) 風向はもともと 多項分布であ

り，地域差が甚しいが海陸の分布や海岸線の方向が同じ

ならばほぽ同ーの分布を示すから類裂を得ることは困難

ではないであろうの

以上京阪神の風速 ・風向について若干のデータをまと

めてみたが，これはし、ずれも基礎的なまとめ方の試案に

すぎなし、。 問題としては更に多くが残されているの しか

し以上のデータから建物の使用時間，関口の方位等に対

応して確率的にその開口の通風評価が得られ，あるいは

換気筒やモニタ ーなどの有効な配位を決定する基礎が得

られる。実際には更に詳しく，建物や地形による変化が

以上のようにこの範囲では10極類程度の幽線に分類出来 まとめられねばならないがそれには高等学校の気象研究

るが実際には低風速 ( 1 m/ s以下) に最頻値をもっ曲線 会やその他のアマチュアの観測データを有効に使うこと

は更に 2 ， 3 種程度に細分し，それと逆に高原U夏に最頒 も考えられる。 これは単に胤の問題だけでなく建築気候

値をもつものを統合しでもよし、から( 特に休感i目度低下 といったものを桝本的に作成するために協同して研究し

を目的にして考えれば) やはり 10極位のタイプを考えれ なければならぬ問題であろう 。

ば よ し 、 。 ( 童 持 者 京都工芸繊維大助教授)

建 築 窯 員

ユニヴアース写真工蜜駐

森 庄 次 郎

大阪市南区笠屋町品番地

仁1 ! f 周防町三休帯電筋角〉

電 話 南 @0 2 . 0 番

株 式 会 社 ケ ン ト ク 大阪市北玄慢官官・産経ピ) 1. 前

電 務 嗣 島 ⑬ 154;6.3oVl番
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材料の使い方について

凡そ物を作るには，先づそれを何んで、作るかと言う事になりますのJ:l IJち立IWすなる材料なり素材を使用するかを決め

る必袈があります。即ち夫れを作るのに最もふさわしい材斜を選ぶ司王になりますが，物に依つてはあれでも出来る，

これでも出来る 可能性を見出し得る場合もありますものの，吾々は積々の観点、から見て，遂に最もふさわしいものに

到達するものです。それが単一の材料で作られる時も叉多種の材; 同で作られる場合もありますが，何れにしても物が

よく出来る為には材殺の選摂を第ーとしなければならなし、。

建築の様な吾々の生活にJ ; ! [1する物である為に，種々の材料を絵、合按聞して作られる物の場合には，それに使用され

る材斜は数多く叉複雑であるから，用いる材料の使い方，取拾には充分の1立を注がないと，出来上るものはちりちり

ばらばらのものになって英機能のe . f ' : ばを失う僚になるでしょう 。袈は適材を適所に置く ，言葉を替えて言えば，その

物をして所を得せしむると言う事にある，物をいかしてつかうと言う惑でゐる，あらゆる万象は凡て生命を持ってい

るこれを怒ってはならないでしょう 。

ともあれ吾々が自然から恵まれたもの，叉その恵みを受けて人が作ったものでも，J i i l t る目的を以てそれを使用する

場合には夫等の物の命数や，性能というものに対して盲であってはならない，それを無視してはならない，しかじて

正しい物を選ぶ可きでありましょう 。正しいものを正しく使用する事に依て，正しいものが英所を得る司王になるでし

ょう 。 正しいものとはすべてに於て偽りのないもの醜くない、のですが，斯様なものは今の散には案外少ない様で

す。科学の進むにつれ建築に使用される資材の飽さまで、も，様々の所詞進んだもの，新しいものが続々出現して世の信

頼を得ておりますが，同時に一方近代の商業主義と言うものが有4いして，その物に随分不道徳なもの偽備に充ちたも

のも沢山見受けられます，用いる者は充分の撰択が必要であると思われます。

扱て物を正 しく使用するという事ですが，これに吾々は，留意反省すべき多くのものがある憾に思われるのです。

これはその一つの場合で・すが，J i i l t る一部の人は物を用うるに当って，その物に対する心の搾げ方が足らない，真剣味

がない，要するに用いる材料に研究が充分でない為か ， 物に対してｾがない，徒らに技巧を弄して材料を酷使する蔀Ｚ

がある様に恩われます。もっと材料と 言う ものに対して，道義と親切心を持って技術の訓練をつまなければいけない

と思います。技巧の好智は工作の木造ではなく，正しく作るという事と，さがしく作るという事とは区別しなければ

ならないのじゃないか と 思 い ま す 。 ( 安 井 武 雄 〉

材 料 の 感 触

桂離宮は，今こそ世界の名建築として，バノレテノ γ に匹敵しているのであるが，これ震もてはやされると ，いささ

か偶像視されている感もなくはない。築内人の説明に依ると，もう 何 もかもよいのである。間違って建てられたかも

知れない所までも意味深く諮られる。 こうまで語られると反感さえ湧いて来る。なる程名建築には違いないが，おか

しな所もあるのである。いちいち全部が全部l感心するわけにはゆかなし、。早い話が，経離宮が今何処かで新築された

とすると，これ程もてはやされるであろうか。 この時こそ初めて廃史のおもさを持た危い現代のものとして鋭く批判

される。その批判に耐えて残るものこそ名建築の名建築たる所以のものであるが，それにしてもその現代の批判に耐

えた名建築が， ! 箆史を持つ径離宮に比してf苛優位を保ち得るだろうか。柱や壁や床や天井や，叉樹や石や屋;侠等が，

その新品の白々しさに引替えて， ＳＰＰｾ の年月を古いて，しっとりその長い時聞を肌に秘めた材料に遜色なしとなし

得るだろう力、 建築と云うものはその古さに依って苔々の予期し得ないよさ主云うものを積み重ねてゆくものであ

る。材料が自然に同化されてゆくのである 一一建築が天然自然に大地から生れた様に，そのあるがままが肯定されて

来るのである。 吾々の作意とは別に自然の摂理の偉大さに狩喫されるのである。 古くあると云う事は偉大な事なの

だの袋内人の伝説的嘆声も古さの釘録を示す一端であろうか。私は佳離宮のよさにこの古さを高く凡積る。近代の建

築材料は世状いきよい化学製品が優位となって来るが，天然の材料と逃って冷たく自然に反抗しているかに見える。

化学製品の織成から生れる現代の感覚が，ヒユ{ マニズムへの郷愁を誇るZ別立を吾々はアノリカに見る。人聞が自然

の子であるなら，自然に同化 されない毅境に住む嘆きは理解される。

建築材斜の感触，それはとりもなおさず建築自体の感触であるが， ヒューマニズムの忘却は直に復聖書の要因となる

で あ ろ う 。 ( 岩 本 陣 行 )

一一一一一一一一一一一一一一一一 紫 煙 室
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本 会 活 動 報 告 (会報) 一六月分一

会事事委員会 1 日午後 4 時 於朝日

浅沼前委員長外17名出席，新委員長に藤木正一氏互選

旧年迄の経過報告後今後の進行方協議特に会員募集方議

した。

グロピウス1尊士講演会打合会議

グロピウス博士大阪講演会 22日5 時

於大阪ガスピノレ

講演場開催約830名来限、未入場者500余名大成況。

定例午餐会 24 日正午 於第一生命ピノレ12階

会長外60余名出席若い会員の窓凡開阪があった後今西

8 日午後 7 時 於京都ホテル 組今西芳雄氏のヒマラヤ登山スライドに引続き竹中工務

講演打合のため委員集合グロピウス博士と協議小川委 路長沢徹夫氏の欧米旅行の 8 m m映画を観賞，共に感銘

員沖田設記長出席。向14 日3 時朝日で突行委員開催打合 を深く した。

せた。

建築講習会終了 8 日午後 8 時半

於大阪建設会館

大阪府建築士会と共催の今年度建築講習会を終了閉会

の挨拶を日野理事がなした。

理事会 9 日午後 4 時 於朝円

会長外10名11:11裕，建物保全パ γ フレツ ト刊行の('1: ，1955

年版会員名簿発行の件，部会，委員会委料の件，一級建

築士試験委員の件，グロヒ・ウス侍上大阪講演会本会負担

金確認の件，事務局上o j ' .1切賞与の (' 1ニ，朝 円ピノレ{ 首室斜値

上の件 Ｖ 月午餐会のｻサニ，会員詮 ｗￏ 等を協議した後 ｾＮｴｩ 報

告を承認令

出版委員会 11 円 4 時 於 朝 日

建物保全パ γ プレツト発行につき内容に関連し鈴木建

材会幹事長司会で消長時関係 業 者 約 20 名会合協力方協議

した。更に16日 1 時於朝日でi : f J ; 2 回開催突行聞を打合し

t.:. 。

建材審査会 12日 1 時

布施委員外10名出席積水化学工業K K申出によるエス

ロγ バイフ¥ スチローノレタイノレ工場検分， 京都奈良工場

に至る。f古o19日 l 時，エス ロν パイプ証明に闘し，布施

，岡本委員出席開催した。更に22日 1時於朝日， ポ リエ

ステノレス チロ{ ノレタイル審査小委員会を開催 した。

出版本委員会 21 日4 時 於 朝 日

谷口 ，大井委員外出席，保全パ γ プレツト遂条審議官印

刷に附する予定を検当 した。

暑 中 お 見 舞 申 上 ま す

教育委員会 24 日 3 時 於 朝 日

鷲l毛委員外出席委員長互選の結果鷲尾健三氏再選，本

年度事業協議，第一事業としてコ y !l リート諮座開設を

読し横尾委員主査とし分科委員を選した。

住宅委員会 25 日3 時 於 朝 日

中野委員外出席，赤松委員座長となり委員長互選の結

果，中野順次郎氏委員長と決定幹事に白木小三郎氏今西

茂雄氏を選したη 次に住宅委員会のおり方について出席

全委員より意見を提出し総合的に次の二つの問題を小委

員会として11:¥発した。 1. 佐い方の小委員会。2. ローコス

トの小委員会。

船場第二電話局見学会 26 日1 時

会勢委員会主催のもとに委員長代理矢野豊作氏外50名

11¥席， 6 階集合室にて説明会後局長の先導で一同局内を

見学非常な感銘と広い知識を得て午後 4 時半散会 した。

建材審査本委員会 26円3 時 於 大 阪 建 設会館

竹内委員外10名出席エスロ γ パイプ並セキスイライト

積層板証明発行決定， トノレナード鋲打機説明聴取並 ｾｲ 打

突験 した。

編集委員会 26 1'1 3 時 於 朝 日

浦辺委員長外 7 名出席， r建築と 社会」の7月以降10月

号迄の編集企画を協議し，それぞれ原稿依頼の申合をな

した。

災害委員会 28日3 時 於 朝 日

委員 8 名出席，委員長に横尾義貫氏を互選し今後の事

業につき協議した。

なお各方面より多数暑中見舞をI買いておりますo

誠に失礼ながら誌上より以〈御礼 111 し上げます。

昭 和 29 tij 三 8 月

日本建築協会・理事会・事務局一同

31 



事 務 局 日 誌 ( 6 月分〉

7 日 設計管理協会会合，朝日ピルにて戸川主管応

接列席

8 臼 工学院大学校友会近畿支部総会 5 時- 8時市

内烏菊，大和常務理事吉図書記応援列席

10日 大阪鍾青保証協会，朝日ピノレにて開催 1 時 ~

4 時

12日 清水車且大阪支庖講堂で林材新聞主催本会後援

でアメリカ木材についての講演スライド説明会

開催吉図書記応援した。 1 時_ 3 時

15日 大林組本社前広場にてグヨ{ スマ γ 代理屈，

東京貿易商会主催，エヤーコシプレツサ{ セメ

シト吹付実験，大和常務理事見学 2時- 3 時

178 北浜建材陳列場にて建材主査会開催。 3 時 ~

5 時

18日 市内馬場町警察グラプにて市治安通信協会主

{ 後，: ; $ : 会後援の下に非常用コールサイレ γ 機 実

験説明会開催，沖田言書記長応緩参加10時- 1持

19日 朝日ピルにて学会近議支部役員会開催 3 時 ~

5 時

23日 建材会主催すわらじ劇団，建築関係観覧会，

常務理事，書記長以下事務局応援，超満員

関 係 事 項

放名誉会員谷民蔵氏一風恵

故谷さんが亡くなられてから夢の聞に 1 年の歳月

編 集 後 記

8 月15 日一一この日はわれわれに多くの教訓を与えて

いる。戦争体制はわれわれの不幸であること，平和は武

力でなく世界の話し合いで達成されること，民主主義と

自由と生活を守るために努力しなければならないこと

一一めぐり来る終戦記念日を迎えて，われわれはこれら

の厳粛な教訓| から再びはなれて逆コースを進める者に対

して， 国民として深い憤りを感ずる。本号の建材はそれ

ぞれ，平和経済のもとではじめてよくその本来の使命を

達成することができるものでらる。少くとも，建物が，

新しい高分子化学の粋をあつめて，芸術的に創り上げて

い くためには，ただ一点平和のために，国民のために建

物が使用されるという保証がなければならなし、。多くの

建築家や企業家はこのことを感じてきた。本号の使命の

一つ もそこにある。ただ不幸にして- … - 。 しかし，わ

れわれは努力によ って，新しい平和の建設のために，よ

き建築材料を使用し，立派な建築作品をつくっていきた

いと 念願するものである。

う何本教授ならびに田中教授に，新しい高分子系からみ

た建築材料について，それぞれ，その基樹慨論，建築

への応用函について，玉稿をいただいたことを感謝致し

; ます。 これらを通じて，新しい建材の応用が開花してい

3Q 

が流れた 6 ，23日故人宅尼崎潮江で一周忌の法養が

営まれた。去年慰霊祭挙行の時参加された団体の中

沢誠一郎氏( 設備協会〕古賀氏( 三寸星会〉矢沢，

伴野氏〈工学院校友会支部) 富田氏( 目立製作所〉

岩尾氏( 松尾僑梁〉大和氏( 日本建築協会) 等各代

ー表者が室前に集り，参拝後ありし日の事を共に語り

合い懐旧談に花を咲かせ故人を偲び，午後 5 時散会

した。

株 式 会 主 士 総 村 総 寝耳匹

大阪に本自を有される業者の雄株式会社松村組厳

にては 7 月15日を以て，創立満60年に相当，此稜関

係各方面に記念品が贈られた。営々回年歳々隆盛に

向われている同社のため祝福申上げると共に今後も

なお100年以上の御繁栄を祈る次第である。

初代歓会長肖像画寄贈の件

株式会社ケシトグ社長鈴木消市星空より，初代会長

片岡安先生の肖像画額縁共寄贈された。永く故博土

の面影を偲ぶ事として朝日ピノレ事務所に掲け'厚志に

対し厚く感謝す。

卓子トヴブ寄贈の件

ホモグ ν ホノレツの上にデコラを張った卓子 トップ

3 個を大和工業K Kが製作寄贈された。朝日ピノレ事

務所に備付け長く利用する事とした。此際住友化工

K K，林ベニ ヤK K斡旋製作された大和工業K K寺

労社長に厚 く御礼申上げる。

くまとができれば幸いである。 しかしながら，建材はこ

れだけにとどまらなし、のそのうちの一つにガラスの利用

面もある。 これについては，日本板硝子の大野氏より労

作をいただいたの合せ読んでいただきたし、。なお，高分

子系材料に関して幾多の資料をいただいた各メーカ{ に

感謝します。

建 築 と 社 会

第 3 5 輯 第 8 号

売価 1 部1∞円( 送料共〉
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豊 中 市 民 病 院

! 段房・冷房 e 水道・街生工業設備

設 言1. ・ 施 工

F京、

史

須 賀 工 業 株 式 曾 粧

大 阪 市 J福 島 区 堂 島 浜 通 4 丁 目

電 話 福 島 @代 表 1171- 5

東 京 支 庖

名 古 屋 支 庖

京 都 支 庖

脚 戸 支 庖

踊 岡 支 局

支 庖

J . l [ 京都港区芝田村町6 了目

名 古 屋 市 中 区 材 木 町1丁目

涼都市下京直烏丸通松原干ノレ

紳戸市生田区北長狭通 2 丁目

稲 岡 市 千 代 栄 町

電芝⑬代表7151- 5  

電本局@2784 ・5453

電 下 ① 1989 ・22f5

電葺合①5804・5805

電 東 ① 1279 ・2749



新 築 概 要

位 置 豊 中 市 大 字 新 免 町 32 番 地

工 期 起 工 昭 和 2 7 年 5 月

敷 地 面 積

建 築 面 積

建 築 延 面 積

階 数

主 体 徳 造

肝 這

竣 工 昭 和 2 9 年 7 月

3，1 6 1 坪

9 5 0 坪

2，3 4 5 坪

地 下 1 階 地 上 4 階 塔 屋 付

鉄 筋 コ シ ク リ ー ト 溢

殴 計 監 理 豊 中 市 役 所

15. 77 米

営 繕 認

池 組主体工事施工 株 式 会 社 鴻

冷媛房 、換気 、衛生、厨房、設備施工

須 賀 工 業 株 式 会 社

本設備に使用の主なる機器

蒸 汽 発 生 機 S  G C- 800型 (1基は予定) 2基

電動兵空ポンプ 複 式 2. 500 E .  D.  R  2f P 1台

冷 凍 機 8噸 x 10I P フレオ; / F  12 1台

ユニッ トクラー 冷 凍 能 力 1. 5 噸 4台

放
聖九

器 2 柱 x 700粍 其 ノ 他 265組

消 火 ポ シ プ 4 " x 2 5 1P 1台

揚 水 ポ シ フ . 4"  x  2 0  1 p 1台

ｾ製排水ポンプＮ 31' x  3 1P 2台

汚水排水ポンプ 1 %"  x  ろ全f P 6台

給 湯 熱 交 換 器 径0. 75米 × 長2.5米 1基

:!l且Eら 水 槽 8.0'  x  8.0. x  6.0' 1基

サイヤＭｾースヲネク ν ヨ ｹ 41'x ＲＢｾＢ＠ x  2ろも" 1組

室 内 消 火 栓 町 野 式 1ろをH 20組

室内消防隊用伶 町 野 式 2 %" 4*Jl 

f首 都 消 毒 機 3.5'  x  3.5' x  5.0'  1台

ライスボイラー 2 斗 炊 4台

食 告書 流 6.0'  x  4.5' x  2.6' 
1*，[ 

蒸 汽 湯 沸 探 5 斗 入 1台

洗 米 部 2斗用 ffi ! l l ! J機付 2I P 1ム， 1  

貯 米 廊 2 石 入 1台

合 成 調 理 倹 与を l P 1台

f士 込 流 7.5'  x  2.5' x  6.0'  1台

アイスクリ - J 円 ー ザ 5.0'  x  2.0' x  2.7' 焼持機付 1台

冷 蔵 w  冷 凍 機 2 f P 1純

蒸 汽 発 生 機

冷 磁 室 冷 凍 機 2 H' 1組

雑 流 6.0'  x  2.5'  x  2.6' 2干¥fl

鍋 洗 流 6.0'  x  2.5' x  2.6'  ] 台

ノ ミ ン ラ ッ ク 6.0'  )< 2.0' x  2.5'  1台

排 風 機 No . 2  2台

場t 風 機 No . 3  1台

排 風 機 No . 4  1台

洋 風 大 便 器 C  15 1m 

和 風 大 便 器 C  75 5 0 m 

ス ト ーー ノレ U  29 31*Jl 

洗 而 ｧｾ＠ L  92 68組

手 洗 器 工 91 104組

医 科 用 手 洗 器 1. 25 
2*Jl 

手 洗 器 L  5  Ｒｾ ｊｬ＠

壁 掛 水 呑 器 S  45 2t乱

使 慰 洗 j篠宮3 S  - 33 7組

ヌロンフ' " ノンク S K- 22 ] 3組

I ' t ' 風パス B H - 20 1品且

ベ ピ ー パ ス B H- 25 1組

T寄 験 流 L  - 73 4*'且

注 射 室 流 S K - 7  H丑

婦 人 科 流 S K - 18 1組

ギ プ ス 寒 流 S 1¥: - ] 8 1組



11 。
5  10  20世

I  I  I  I  I  )  

} 階 平 面 図

本 舘 病 棟
厨房、薬局、手術室

1 車 寄 25 気 胸 室
A irl ーレントグン慢影室 a 厨 萌

2 玄 i刻 23 内 科 処 置 室
B 第 二 ν ントゲン縁彩室 b 冷 磁 車

3 下 足 ｾ＠ 27 内 科 診 察 室
C 機 械

p主ｾ＠
c 厨 房 員 往 室

4 受 乎f 28 内 科 診 察 室
D 治 療 室 d 厨 房 事 務 室

5 ホ ノレ 29 眼 科 暗 室
E 処 置 室 e 使 所

6 待
ノt、z  

30 眼 科 診 察 室
F  小 使 室 f 厨 房 tf 同I

7 ガ イ ド 31 眼 科 処 置 室 G  1史 T  f主 室 g 架 局

8 事 務 長 室 32 耳 鼻 科 処 置 室
日 階 段 室 h 注 身t 薬 室

9 事 務 室 33 耳 鼻 科 診 察 室
I ー 般 食 堂 1 薬 口口口 Ji1{ 

10 屯 話ー 室 34 物 理 療 法 科 J 売 庖 J 試 験 室

11 中 央 階 段 室 35 思 表 用 :U入 口
K 配 脳 室 k 局 員 J空 室

12 使 所 36 守 f信 室
L 浴 室 I 築 局 長 室

13 ，心 電 図 室 37 北 ｾＮ￑＠ 段 ｾ＠ M 浴 室 m 中 央 材 料 室

14 皮 府 科 処 置 室 38 便 rn N 浴 室 n 洗 糠 室

15 皮 府 科 診 察 室 39 エ レ ベ ー タ 一 室
0 現 {象 室 o 吏 :荻 室

16 性 病 不↓ 40 ダ ク
P 婦 人 科 内 診 室 p 浴 室

17 術 科 手 術 室 41 外 科 検 査 室
Q 姉 人 科 外 診 q 産 湯 室

18 歯 科 技 工 室 42 物 入 R 待
dロh  

E 分 娩 室

19 待 dロ"'- 43 外 科 診 察 室 s 大 手 術 室

20 歯 科 診 察 室 44 外 科 処 官 室 t 手 術 準 備 室

21 倉 庫 45 ギ ブ ス 室
U  IJ、 手 術 室

22 脳 波 室
v 機 械 室

23 IJ、 見 科 w 物 入

24 小 児 科 診 察 室 x 晴 室



口

二 階 平 面 図

三 階 平 函 凶

本 舘

1 看 護 婦 詰 所

2 看 護 婦 副 室

3 病 室

4 中央 階 段 室

5 応 援 室

6 剛 院 長 室

7 医 長 室

8 医 局

9 看 護 婦 教 室

10 南 階 段 室

11 倉 庫

12 電 話 交 換 室

13 図 書 室

14 化 学 費 験 室

15 綜 合 資 験 室

16 細 菌 室

17 婦 長 室

18 便 所

19 吹 抜

20 職 員 食 堂

21 配 膳 室

22 特 別 病 室

23 病 室

21 ダ ク ト

25 エ ν ベ ー タ 一 室

25 便 所

27 北 階 段 室

28 院 長 室

本 舘

1 看 護 婦 詰 所

2 病 室

3 中央階段? i {

4 宿 直 室

5 イ ン タ - y

6 陶 階 段 室

7 倉 庫

8 共 同 炊 事 場

9 健 所

10 講 堂

11 洗 濯 室

12 特 別 病 室

13 ダ ク ト

14 エレ ベ ー タ 一 室

15 便 所

16 北 階 段 室

病 棟

A 汚 物 処 理 室

B 病 室

C 階 段 室

D 共 同 炊 事 場

E 綜 室

F 配 膳 室

G 洗 濯 室

病 本案

A 洗 濯 室

B 綜 室

C 病 室

D 階 段 室

R 共 同 炊 事 喝

F 配 膳 室



株 式 会 枇 博 多 曾 官官

設 計 施 工 竹 中 工 務 底

新 築 概 要

位

エ

置

期

敷 地 面 積

燈 築 面 積

燈 築 延 面 積

階 数

事干 高

主 体 権 澄

般 計 施 工

福 岡 市 東 中 州 2 7 7 番 地

起 工 昭 和 2 8 年 2 月

竣 工 昭 和 2 9 年 7 月

9 1 4 . 7 1 平 方 米

7  8  4. 5  2 平 方 米

7，9  1  O. 2  5 平 方 米

地 下 2 階 地 七 9 階 塔 屋 付

3  1 米

鉄 骨 鉄 筋 コ γ ク リ ー ト 造

株 式 会 枇 竹 中 工 務 庖

衛 生 、 厨 房 、 設 備 施 工

須 賀 工 業 株 式 曾 祉
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現 在 施 工 中 の 主 要 工 事
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